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日野の郷土教育の充実に向けて 
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   所長 篠 原 昭 雄 
 
日野の地域に根ざした教育は、“ひのっ子きょういくとも呼ばれます。日野市教育委員会の基本方針

にも「地域に対する誇りと愛着を育む」ことが掲示されているように、学校教育において、子どもた

ちに“郷土ひの”の自然や風上、文化や歴史に親しませ、郷土の特色や“かけがえのなさ”を知り、

郷土に対する誇りと意識を育てることが極めて重要と考えられます。ことに近年日野市では、“新選組

フエスタ in日野”をはじめ各種のイベントも開催されて市民の関心が高まり、また、これを契機に諸

資料の発掘も進み、“ひのっ子”“日野人”の学習と意識の啓発が期待されるようになっています。 

 このような動きの中で、学校教育において郷土教育の充実を図るには、具体的にどのように進めた

らよいのでしょうか。これまでは、副読本や観察・体験学習などによって、主として社会科や理科、

総合的な学習の時間などの教科指導に“郷土ひの”の諸事象を取りいれて学ばせてきました。 

 しかし、近年日野市の学校教育でも、教科等の教育内容の増加にも拘らず教科指導時間の削減など

から、郷土教材を取り入れた学習時間が限られたり、若手や日野市に赴任されて間もない先生などが

多くなり、“郷土ひの”に開する教材研究が不足したりして、郷土教材の活用が十分になされていない

状況です。 

 このことは、研究委員会で行った日野市の小・中学校の先生方のアンケートの結果にも明示されて

います。このような状況の中で郷土教育をさらに充実させるためには、郷土諸資料から、各学校・学

年段階や教科等において活用できる郷土教材の発掘や開発を行い、先生方がそれを参考にして指導計

画の作成や授業に活かせるような事例を数多く提供することが必要と考えられます。 

 教育センターでは、開設時から日野の郷土教育充実を重要な調査研究課題とし、ふるさと教育係で

進めてきました。昨年度は環境教育に視点を当てて、学校販 ISO14001「ひのっ子エコアクション」導

入の研究を行いましたが、本年度は、学校における日野の郷土教育の在り方の究明に力点を注いでき

ました。 

 具体的には、（1）各教科等における“郷土ひの”の教材開発とそれを活かす学習指導法の研究（2）

日野市の学校副読本や郷土諸資料の活用の仕方（3）地域の教育資源活用の観点から「郷土資料館］「歴

史館」「図書館」等の活用についての研究などです。 

 本研究委員会では、前述のように、“ひのっ子教育”の充実を図ることをねらいにして、授業におけ

る郷土諸資料の教材としての活用と郷土（地域）の教育資源の活用の方途を研究するとともに、授業

に活きる指導事例集を作成しました。指導事例は、本研究委員会を構成する先生方が、郷土教材の開

発と授業に即した研究を進め、その成果を委員会で検討し合い、日野の各学校で授業に活用できるよ

うにまとめたものです。その点でも、先生方の実践に基づく汗の結晶とも言える貴重な事例集と考え

ます。是非とも各学校・教科等において、日野の郷土教育の充実に向けて活用していただくことを期

待いたします。 

 最後になりましたが、本研究を支えてくださった委員の先生方、日野市教育委員会及び学校教育関

係の方々に心からお礼申し上げます。 
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〈はじめに〉 
 
 平成１6年刊行「統計日野］より、「人口の自然動態率、社会動態率］を読むと、平成 13年度以降

の日野市の人口推移は、他地区への転出者数に比べて、転入者数が増加してきており、昨年度になる

とその増加率は著しく、今後さらに新しい住民が累増することが推測できます。 

 このような日野市の住民の変化にあって、学校教育においても郷土日野の意識を涵養し、日野に親

しみを持ち、日野を愛する心を育てることは重要と考えます。その点において、昨年度、土方歳三“新

選組のふるさと日野”を、本年度は平山武者どころ“平山季重の道”のイベントを市が開催し、その

歴史を掘り起こし、郷土日野の諸資料並びに施設の整備を行った意義は大きく多くの市民や、子ども

たちに「地域の歩みをもっと知ってほしい］という願いや、「住んでいる地域のことを知りたい］とい

う願いに応え、自分たちの暮す郷土日野の歴史を知り、振り返り、考えるよい機会になったのではな

いでしょうか。 

 また、この時に日野市教育委員会の基本方針「日本人としての自覚を深め、国や地域に対する誇り

と愛着を育む」を具体化するものとして、教育センター事業に郷土教育推進研究委員会がスタートし

たことは、このような教育課題に応える重要な役割を担うものと受け止めています。 

 本委員会は、次の３つの事項 

 １．各教科等における郷土日野の教材開発及び学習指導法の研究を行う。 

 ２．日野市の学校副読本や郷土諸資料の活用について調査・研究する。 

 ３．「日野市郷土資料館］「新選組のふるさと歴史館］等の活用について研究する。 

について調査・研究を行い、学校教育において日野の自然や歴史・文化・伝統を生かした郷土教育を

充実・発展させ、「郷土意識を育み、社会の一員としての自覚をもって生きるひのっ子］の育成を目ざ

すものです。 

 日野の児童・生徒が手にしている郷土日野の教材資料としては、小学生では社会科副読本「私たち

のまち日野」、中学生では社会科副読本「のびゆく日野］、小学生・中学生に「ひのっ子新選組探検隊」

があります。 

 そこで、本委員会では研究にあたって、「郷土」の意味と、「地域」の意味を明確にするとともに、 

１ 前述の資料をまずは充分活用できるようにすること。 

２ 郷土日野の特色に関する郷土資料を収集し、市内どの学校でも学べるようにすること。 

３ 今年度４月、教育センターと同じ建物の中にできた郷土資料館の資料や教育力を、より有効に 

  活用すること。 

に視点をあて、各学校が授業に活用できる指導事例集を作成することにしました。 

 
 

研究主題 一郷土意識を育む指導のあり方－ 
(郷土日野の特色を生かした指導事例集の作成) 

 
Ⅰ 研究主題設定の理由 

１ 学校における郷土教育の必要性 

 

  子どもたちの生活する社会は、豊かさと表裏して、人と人とのつながりが希薄になり、身近であ

るはずの地域がその機能を果たせなくなってきている。そして、少年非行の多発、暴力事件、いじめ

等に心暗くする現実から思うことは、子どもたちの社会性の未熟さである。子どもたちの豊かな社会

性を育成するためにも身近な地域の事象や人々の働きを、歴史的な側面から、人と人、人と自然との

相互の関わりにおいて、その意味を考える郷土教育の積み重ねは大切と考える。 

 学校では、①郷土のもつ教育的役割の重要性を見直し、子どもたちに郷土日野の特色を生かした自

然や歴史・文化・伝続にふれる機会を広げ、郷土が自分を支える心の拠り所であり、生きる基盤であ

ることを学び感じとらせる。②郷土に関する適切な資料を授業に積極的に導入し、地域社会を単に住

んでいる場所という意識から、心が通い、自信や誇りがもてる郷土意識へと変える。 

 

 以上のことを目標におき、意図的、計画的な指導を継続化させたい。 

 



 

２ 郷土日野に関する市内の研究実績（平成 14、15、16 年度 幼稚園・小学校・中学校関係） 

 

〈テーマの例〉 

 ①小学校校長会「地域に根ざした教育の推進と校長の指導性」 

 ②中学校教育研究会社会科「地域を生かした指導法の研究」 

 ③小学校教育研究会社会科「地域に密着した社会科学習」一目野市の地域素材の教材化－ 

 ④小学校教育研究会理科 「自ら意欲をもって取り組める理科学習］ 

                          一身近にみられる理科教材の開発－ 

 ⑤ひのっ子教育 21 地域教材開発部会「日野の特色を生かした地域教材の開発」 

 ⑥各学校の研究 潤徳小「わたしたちのまちから学び、行動する子ども］ 平山小「地域に学び 

  育つ子の育成」 滝合小「感じ考え行動する子どもの育成一身近な地域環境を生かして－］ 

  仲田小「自然とふれ合い豊かな心を育てる］ 平山台小「地域と共に育つ心豊かな児童の育成］ 

〈研究のまとめ抜粋〉 

 ①地域に対する意識の持ち方が変わり、地域を活用するようになった。 

 ②地域の人々、施設に親しみをもつようになり、感謝の気持ちがもてるようになった。 

 ③教師が日野という地域のよさや特性を知ることで「教育の中で生かしたい］の意欲につながった。 

 ④学習を通して、地域に見守られているという温かさを、子どもに知らせることが大切と考えた。 

 ⑤地域の人々との出会いにより地域を身近に感じ、地域で生きていく意識を高めた。 

 ⑥地域とのネットワークから、発展した学習を行うことができた。 

  これらの先行研究をもとに、「子どもの郷土意識を育む」指導のあり方を探究し､事例にまとめる。 

 

３．郷土教材の収集・開発及び活用に関する調査 

 

  各小・中学校の回答を集計した結果を次のようにまとめ、本委員会の課題とする。 

 ①小学校・中学校の社会科副読本等、副読本の活用法を周知する。 

 ②浅川、多摩川、用水等、日野の特色「緑と清流］「水の郷］に関した教材資料の多面的な活用を考

え、市内どの学校でも利用できる資料を検討したい。 

 ③郷土資料館等の利用の仕方、出前授業についての理解を図る。 

 ④郷土教材のワンポイント活用を考え、その活用の日常化を図る。 

 

４．日野の特色を生かした指導事例 

 

  市内の学校が郷土教育を推進するために、各学校においては、この事例集から「日野の特色を生

かした郷土教材」並びに指導の手がかりをつかみ、自校の地域との類推、対比、関連等を図り、さ

らに発展させていただきたい。 

〈郷土日野の特色について〉 

 ①「緑と清流」の日野  平成７年国土庁より「水の郷」の指定を受ける。浅川と多摩川が流れる

日野、かっては、網の目のように張り巡らされた用水路と田圃は日野の原風景。人々の働きと努

力による歴史的変遷と、自然との共存を考えた今後の発展を探求する学習を展開したい。 

②「新選組のふるさと」の日野  昨年度、まちをあげて新選組フェステバルを開催、新選組に関

する資料の整備が行われる。児童生徒には副読本「ひのっ子新選組探検隊」が配布されたが、活

用しているところは少ない。この副読本の活用の一例を提示したい。 



Ⅱ 郷土教育推進研究の構想 
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１． 各教科等における郷土日野の教材開発及び学習指導法の研究を行う。 

２． 日野市の学校副読本や諸資料の活用について調査・研究する。 

３． 「日野市郷土資料館」「新撰組のふるさと歴史館」等の活用について研究する。 
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   研究主題    郷土意識を育む指導のあり方 

     －市内の学校で活用できる「郷土日野の特色を生かした指導事例集」の作成－ 

郷土意識 ○感触、におい、息づかい等、五感を動か

し、教材への楽しさを感じる。 
     ○意外性、感動等から郷土学習の面白さに

気づく 
     ○地域の人々との関わりを理解する。 
     ○地域の課題を意識し自主的学習を展開

する。 
     ○学びを通して、具体的に行動する態度を

身に付ける。 

   事例集作成の課題 

 ①「のびゆく日野」を活用した 
  年間計画の作成 
 ②「ひのっ子新撰組探検隊」の

活用 
 ③用水に関する郷土資料の活用 
 ④郷土資料館、新撰組のふるさ

と歴史館の活用 
 ⑤校章・校歌の活用 
 ⑥郷土教材ワンポイント活用 
 

目標 郷土愛（自分の町が好き、町に誇りをもつ、語

れる） 



Ⅲ．郷土教材の収集・開発及び活用の状況とその考察 
 ７月中句、質問５項目について市内の全小・中学校より回答を得ることができた。回答の結果を 

もとに、郷土教育推進研究が取り組む内容や、郷土資料の整備等について検討を行う。 

１ 学校副読本について使用学年、分野、教科名等について回答下さい。（単位・校） 

考 察 

①小学校社会科副読本は、３・４年生用に作成されているが、４年生が活用していない学校が３校ほ

どある。３・４年生の副読本活用については周知していく必要がある。 

②中学校社会科副読本は、地理・歴史・公民の３分野で構成されているが、２年生・３年生で活用し

ている学校が少ない。郷土日野に関する教材が授業にどのように活用できるのか、その指導計画渕

案を提示することで、副読本活用の手がかりにする。 

③学校独自に作成をした周年関係の資料や､児童･生徒向けの副読本の有効活用が各学校に望まれる。 

④地域教材資料カードは昭和 60年、61年にかけて編集したものだが、内容的には現在でも活用でき 

 るものであるが、ほとんど活用されていない。「散逸している］と回答した学校が３校ある。 

 

 

学校訓読本のあり方、活用等についの学校からの意見 
小学校－よくまとまっていて使いやすい。身近な土地、施設が写真として掲載されていて学習意欲 
    を高める。市で作成したものを活用する方向をしっかり進めていくことが大切であり、 
    「私たちの東京」を購入する学校が多くなると「私たちの日野」は使われなくなってしまう。

中学校一特になし 
 
２ １の質問に示した副読本の他に、どのような郷土教材を授業に導入していますか。 

 
小３ 小４ 小５ 小６ 中↓ 中２ 中３ 

社

会 
総

合 
社

会 
総

合 
社

会 
総

合 
社

会 
総

合 
社

会 
総

合 
社

会 
総

合 
社

会 
総

合 
社会科副読本 19 １ １6 １     ８ １ ２  ２  
ひのっ子新選

組探検隊 ２  １    ６ １ １ １ １ １  １ 
学校作成の副

読本､周年関係 ８ １ ４ ４ １ ２ ２ ２       
地域教材資料

カード ２  １    ６ １   １    

学年 教科・分野 郷 上 敦 材 名 教材の形態 

小１ 
生活 黒川清流公園の動植物 見学 
生活 多摩川周辺の植物 観察 
生活 水辺の生き物（よそう森堀公園） 体験（水路清放課協力） 

小２ 
生活 黒川清流公園の動植物 見学 
生活 日野郵便局 見学 
生活 大呂寺 見学 

小３ 

社会 子どもと楽しむ公園マップ 地図 
社会 梨畑、畑、水田、商店街の櫓子 見学、説明 
社会 地域の昔の暮らし 講話（高齢者社会人） 
社会 いろりの部屋 実物 
総合 昔の道具を使おう 資料館見学、観察 
総合 多摩川探検 見学、観察 
総合 多摩動物公園、丘陵公園他 見学、観察 

小４ 

社会 クリーンセンターと浅川処理場 見学 
総合 豊田用水探検 見学、観察、聞き取り 
総合 老人ホーム「豊かな里」訪問 交流、見学 
総合 平山城址公園の秘密 観察、調査 
総合 平山陸稲と林丈太郎 記念碑見学（写真、文） 
総合 日野手話サークル 体験 



 

①社会、特に総合的学習の時間に市内多くの学校が郷土教材を生かした学習を展開している。従って、

郷土教育が目指すねらいもふまえた指導計画を作成し、実践化したい。 

考 察 

②施設・人物、川・用水の多面的な活用を考え、市内どこの学校でも生かせる郷土教材資料を検討し

たい。 

 

３ 日野市郷土資料館の活用法についてお答え下さい。 

 ＜平成 16年度において授業の中で郷土資料館を利用しましたか。また、その理由を教えて下さい＞ 

 
利用した学校数・利用

しなかった学校数 そ   の   理   由 

小

学

校 

利用した 

（4/19）校 

社会科学習に活用した 
昔の人々の暮らしに関する資料が豊富 
昔の暮らしを見学、実物にふれることができる（体験学習の重視） 
調べ学習に活用した 
完全の興味関心を高めながら説明していただける 
６年社会科、総合的学習の一環として適当であった 
社会科見学のコースとして市役所に近いところにあった 
４年生の２・３学期、社会科の昔探しで利用した 

利用しなかっ

た（5 /19）校 

学校から遠く行きにくかった 
郷土資料館がどのようなところであるかをはっきりと把握していなかった 
展示内容、活動について知らないものが多く、利用の仕方がわからない 
１６年度は周年行事で、時間的に組めなかった 
自校の資料で充分だから 

中

学

校 

利用した 

(1/8）校 
総合的な学習の時間に活用、暮らしを支える施設、暮らしを豊かにする施設を学習する 

利用しなかっ

た(5／8)校 

生徒数が多く移動だけでも困難 
時間にゆとりがない 
日野市にきたばかりでわからない 
時間がないため、長期休茶巾の宿題として扱った 

学年 教科・分野 郷 土 教 材 名 教材の形態 

小５ 

社会、総合 水田、日野用水、多摩川 体験、講義 
社会 日野自動車工場 見学、説明 
総合 新選組探検 見学、体験 
総合 わら細工 体験 
総合 探ろう田圃のパワー 見学、体験 
理科 浅川の流れ 観察 
道徳 平山陸稲と椎丈太郎 読み物、記念碑 

小６ 

社会 七つ塚古墳と周辺の畑、七つ塚フィルドワーク 見学、発掘体験 
社会 新選組フエスタ 展示、パンフレット 
社会 火おこし（古代人の暮らし 体験(文化スポーツ課協力) 
総合 地域の宝探検 見学、お話 
総合 日野の渡し、万願寺の渡し、万願寺一里塚 郷土カルタ 
総合 浅川を遊べる川に 観察、体験 
総合 水辺の楽校 観察、体験 
総合 都立多摩療護園 交流、見学 
総合 ブラインドウォーク、車椅子探検 体験（福祉協議会協力） 
理科 浅川の水質検査 観察、調査 

中１ 
総合 職場訪問 市内各事業所 
社会 平山季重 宗印寺見学 
社会 郷土を知る 日野市白地図 

中２ 
総合 保育園訪問 保育体験 
総合 職場訪問 市内各事業所 
総合 障害を知る（車椅子、ﾌﾞ｀ラインド体験） 体験､聞き取り(福祉協議会協力) 

中３ 総合 生命を知る 市内医師の話 



＜利用した学校におたずねします。どのような利用のしかたをされたかをお答え下さい。＞ 

考 察 

 

①「ふるさと博物館］改め、今年度４月に「日野市郷土資料館」として新たに開館。この機会に資料

館活用の手引きを作り、市内の全学校に周知を図ることが必要である。 

②距離的・時間的に利用できない学校については、これまでも行ってきてはいるが、資料館が学校に

出向いて行う出前授業、デリバリー博物館についての理解を図ることが必要である。 

 

 

考 察 

①見学・体験を行った場合、小学校の半数が郷土資料館の展示にそって、学芸員の説明をきく形態 

 をとっている。郷土資料館の機能を生かした学習展開をすることで、児童・生徒の関心意欲をよ 

 り高めるものと考える。 

②郷土資料館による出前授業については、今後、その利用の増加が考えられる。郷土資料館側のス 

 ケジュールの中で効果的に実施するには、学校側の主体的な計画と諸準備が必要と思われる。 

③10校に近い小学校・中学校が、時間的な面や距離的な面から利用していない。②で述べた出前授 

 業方式等の他に、教育センターとしてもＣＤ、ビデオ、インターネット等での資料提供ができる 

 よう検討していきたい。 

 

小学校３年生  「昔の人々の生活について道具を通して考えよう」 

各学校で郷土資料館を利用したときの授業のねらい、テーマ例 

          「昔の人々が生活に使った道具を調べよう」 

          「日野の暮らしを豊かにする施設を見学しよう」 

          「日野の昔の暮らしについて知ろう」 

小学校５年生  「米の脱穀と昔の道具体験］ 

小学校６年生  「縄文時代の学習」（火おこし体験） 

「新選組について知る」 

中学校１年生  「日野市内地域についての学習」（調べる） 

 

 

４ 教育センターでは郷土教材についての収集・開発を考えています。どんな教材がどのような形 

 態で備えられているとよいですか。 

 

〈小学校〉 

 

 ①農業･漁業･交通等の民具、昔の生活道具、各時代の住まいの様子が具体的に捉えられるように。 

 (触れる、手にとって調べられる、名称や使い方等の説明をつける) 

②歴史的な流れがわかるように、日野のことに興味がもてるように、暮らしの変化がわかるように、

比較できるものをおいて違いがわかるような展示を。 

 活 用 の 形 態 
小 学 校 中 学 校 

３

年 
４

年 
５

年 
６

年 
↑

年 
２

年 
３

年 

見学・体験を

行った場合 

展示品を中心にして解説を依頼した 10   ２ １   
児童生徒の課題解決に関した資料を中心に依頼

した １ １      

学芸員と教員とでＴＴによる指導を行った １       

職場訪問、職場体験をした     １ １  

出前授業を行

った場合 
学芸員が中心となって授業を進めた ２       

教員が中心となって授業を進めた １  １     
 



③日野市の地形の変化の様子が一目でわかるような写真。 

④６年歴史教材で使用可能なものから資料化を。 

⑤社会科の５・６年で地域と関連した写真資料等。 

⑥歌、踊り等も文化財と考え、保存を考えてはしい。 

⑦文化財等の映像や写真、昔の日野の様子等。 

⑧縄文期の土器や暮らしの様子等の教材の貸し出しを。 

⑨多摩川の化石や多くの遺跡からの出土品の展示、また、新選組にしぼったものの展示。 

⑩多摩の横山に関連したこと。 

⑪地域に生えている草花を日野市のＨＰに。 

⑫子どもに分かりやすいパンフレット、自然に関わる実物の標本の収集を。 

⑬地域で仕事体験をさせていただけるような店、事業所等を知りたい。地域のために働いた方を紹

介したものや、お話を聞ける陽がはしい。 

⑭活用できる資料の一覧表を。（連絡先等も含め） 

⑮学校で利用しやすい状態、形態を。（貸し出しを含む、入れ物・持ち運び） 

⑯各学校で独自に作成した訓読本について、各学校に目録を作って情報提供を。ＨＰで公開してい

ただくとありがたい。 

 

〈中学校〉 

 

①日野の地域の変化を読み取るように、年代順に地形図を常備してほしい。 

②総合学習やボランテイア部の活動として程久保川とその周辺のクリーン活動を行っている。程久

保川の資科がほしい。 

③教科書の内容を見ていただき、単元ごとに供給可能な教材をリスト化する方法は取れるでしょう

か。そうすることで、今あるもの、あればよいと思うものが見えてくると思う。 

④映像資料でコンパクトにまとめられたものがあるとよい。 

 

 

考 察 

 ①学校が必要とする郷土日野に関する資料を、センターから発信できるように、収集・開発を計画

的に進めていくことが求められている。日野の特色を生かした郷土教材の収集・開発を検討する。 

 ②「小学校・中学校社会科副読本」と「ひのっ子新選組探検隊］副読本は市内の全小・中学生たち

が手にし、郷土日野を理解する最も基本となる郷土教材資料である。全体的に低い活用状況から

思うことは、如何に活用できるのか、その活用法を提示していくことである。 

 ③郷土教育を推進するためには各学校の意見を参考にし、資料の収集・開発を計画的に行いたい。 

  映像資料（ＩＣＴ関係等）については教育センター全体の運営との関わりで進めていくことにな

る。 

 ④郷土資料館との関連を念頭において、郷土資料館で取り組めること、センターとしてできること

を明らかにしながら、できるところから具体的に手がけていきたい。 

 ⑤郷土教材が常時展示でき、児童・生徒が調べ学習をする時に利用できる施設・教室がほしいが、 

現段階では難しい。昔の生活用具類の展示については郷土資料館並びにデリバリー博物館（一 

  小、三小、百草台小、滝合小）等の活用を図りたい。 

 

５．「日野市郷土資料館」、「新選組のふるさと歴史館」を利用するにあたっての希望及び考えがあ 

 りましたらお書き下さい。 

 

＜小学校＞ 

 

 ①学校の様々なニーズに応えられる情報を収集し、教えていただけるとありがたい。 

 ②どんなものが展示してあり、どういった話ならしていただけるのか、わかるとありがたい。 

 ③解説する方がついてくださると助かる。 

 ④これからも、「地域を知る、調べる、学ぶ］学習に学芸員の先生のお力をいただきたい。 

 ⑤遠方の学校は利用できないので、出前授業を積極的に行ってほしい。また、ゲストテイチャー 

  のような形で活用したい。 



 ⑥移動図書館のような感じで、いくつか希望の展示物を学校に持ってきていただいて活用してみ 

  たい。 

⑦昔の生活道具等の使用方法を、小 3年でもわかるように解説・展示していただけるとよい。 

⑧ペリー来航、日米和親条約、日米通商修好条約等の流れと、幕府の政治の勧告を展示する中で、 

  新選組の動きを知らせてほしい。 

⑨多摩が新選組のスタートであることを誇りに思えるような歴史館であってほしい。全国の新選 

  組ファンの中心であってほしい。（史実と離れてしまわないように） 

⑩日野市の充実した情報をＨＰで見ることができたらありがたい。 

 

＜中学校＞ 

 

①調べ方学習の協力施設として大変お世話になっている。どの分野にも素晴らしい学芸員の方が 

  いらっしゃる。郷土に誇りをもち、自分たちのふるさとについて深く学べるよう、展示会場、展

示方法にも充分に予算を組み、充実したものにしていただけるとありかたい。どの分野にも偏り

無くお願いしたい。 

②歴史的分野の「地域の歴史」の調べ学習と、2年生の夏休みの課題にしたいと思う。そのときに

生徒の相談相手になってほしい。 

③「日野市郷土資料館」は立地条件が実態に合わない。各学校は郷土の学習に多くの時間を割くこ

とができない。各学校と施設が知恵を出し合ってデリバリー方式の実践が現実的だと思う。 

 

 

考 察 

①学校が何をやりたいのか、郷土資料館、新選組ふるさと歴史館に相談をする等、学校の積極的な

姿勢が大切である。一方、学校側からの情報を聞くことも必要である。 

②施設を積極的に活用してほしい。見学の場合、出前授業の場合、いずれも資料館まかせにするの

ではなく、学校が主体になって学芸員の専門性を生かした指導が望まれる。 

③今年度新たに発足し、多くの課題はある。 

一般市民向けの展示については、企画面を開催し、内容の充実・変化に努めているので、これら

の機会を先生方にも是非利用してほしい。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事  例  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



事例１ 郷土日野の特色・用水（豊田用水）の活用 

 日野市内の用水は、多摩川から 2 か所、浅川から 8 か所、程久保川から 2 か所取水している。大き

くは日野用水上堰、日野用水下堰、豊田用水、上田用水、新井用水、平山用水、南平用水、上村用水、

高幡用水、向島用水、一宮用水、落川用水等があげられる。 
 用水の長さは幹線、支線を含めて 1981 年には２１８ｋｍあったものが、２００２年には１７０ｋ

ｍに減少。区画整理事業地内では田を灌漑していた支線はなくなり、幹線だけが残る傾向にある。 
 豊田用水は平山橋下の堰から取水され、豊田・川辺堀之内へと流れる用水。江戸期に築造されたと

いわれる。数カ所から湧水が流れ込んでいるため日野市の用水の中で一番水質がよい。用水の水は上

田用水へ、余った水は排水口から再び浅川にもどる。 
 かつての豊かな水田地帯の広がり、網の目のように延びている、いく筋もの用水路の景観は住宅地

の増加とともに大きく変貌してきている。 
日野第二小学校の正門前には、明治 43 年から大正 2 年にかけて、豊田用水組合の人々の大きな努

力によって成し遂げられた「耕地の改良と整備」の功績を、後世に伝える豊田耕地整理記念之碑がた

っている。 
 現在、水田利用はわずかとなってしまったが、環境面においての用水の役割を重視。自然と人間と

が共有できるよう、生態系に配慮した水辺づくりが行われ、郷土日野の特色、「水の郷」「緑と清流」

の役割を担っている。身近にある用水を歴史的な視点からも取り扱い、地域環境への人々の配慮につ

いて考える学習をとおして、「水の郷」、「緑と清流」の日野を感得することができる郷土教材である。 
 
 
 
 
    
 
 
 
 
 
 

 
 
 

豊田耕地整理記之碑 
（副読本Ｐ４８） 

 



１ 単元名 第 4 学年総合的な学習の時間「生き生き豊田用水情報局」 

 

２ 単元の目標 

（１）教科がねらう目標 
〇身近にある用水から、一人ひとりが課題を見つけ、解決の見とおしをもって調査活動を行い、

まとめたものを聞いている対象者にわかるように発表する。 
（２）郷土学習がねらう目標 

〇豊田用水と地域の人々と関わりを歴史的な視点にもふれて調べ、郷土日野の特色である「水の

郷」の役割を担う視点から豊田用水の発展と配慮を考える。 
 
３ 研究主題との関連 

泳いでいる鯉などの生き物に目を凝らす、魚を釣る、用水脇を通っての登下校など、用水は子ど

もたちの日常の生活圏にある。また、用水組合による用水の掃除や生活用水として活用している

地域の人々の姿、埋められていく用水路や水が流れていない用水路などは、当たり前の景観とし

てとらえている。 
そこで、豊田用水がどのような願いで、いつ頃でき、どのように利用されてきたのか、地域の人々

の働きを知り、郷土日野の特色を担う現在の役割をもとに、これからの用水について深く考えさ

せ、自分たちのまちに誇りがもてる子どもを育成したい。 
 

４ 単元の指導計画 

時間 学習内容・活動 留意点・資料 

１２ 

 

１ 「豊田用水情報局」学習テーマを

知る。 

 

① 豊田用水の話を聞き、人々の生活

とのつながりを考える。 

 

② 水路図を見て、広がりとその役割

を考える。 

 

③ 豊田用水の写真を見て、自分の生

活体験を話し合う。 

 

④ 豊田用水の情報をまとめ、自分の

学習テーマ（第一次）を作る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・二小の学区には豊田用水があることに気づかせ、自

分たちの生活とどんなつながりがあるかを考えさせ

る。 

 

・ 学区周辺の用水図 

・ 日野市の地図 

・ 学区域の地図 

・ 用水の写真 

 

 

 

 

・調べたいことを出し合い、グループに分かれる。 

 

・ 用水の生き物 

・ 用水を作った人 

・ 馬頭観音について 

・ 日野市の用水の数 

・ 洗い場について 

・ 用水の水温 

・ 水草 

・ 用水の取水口について 

・ 米作りと水 

 

 



２ 豊田用水を歩いて調べる。 

① 見学・体験をする。 

取水口と排水口 

湧水から用水 

幹線から支線 

用水の淵の様子 

（石、コンクリート、土） 

生き物と汚濁 

 

②見学体験のまとめ、学習テーマ（第

二次）を作る。 

・説明を聞きながら、用水見学をする。 

・ 浅川からの取り入れ口（平山橋の下） 

・ 川辺堀之内地区（田圃の残っている風景） 

・ 中央図書館下の湧水 

・ 豊田用水が上田用水に流れ込むところ 

 

 

 

・調べたいことを深める。 

１３ 

 

３ 学習テーマをもとに、グループや

個人で調べ、発表の準備をする。 

 

① 計画 

 

② 調査活動 

 

③ 発表準備 

   

・調べる内容によって、見学に行くグループと、校内

で調べるグループにわかれる。 

・見学：グループごとに課題に合った 

場所でとまり、写真を撮った 

り、生き物を観察したり、各 

地点の水温を測ったりする。 

キッドを使って、水質検査を 

する。 

・校内：インターネット、図書館の本、 

辞典類を使って、調べる。 

・調べ方の検討と、調べる項目を付け足したり、新た

に考えたりする。 

 ４ ４ 発表会を開く。 

各グループでまとめたものを発表す

る。 

 

 

 

 

５ 「日野市の河川、用水路図」から、

郷土日野の特色を知り、これからの

用水を考える。 

・それぞれのグループで調べたことが、クラス全体に

伝わるよう発表を工夫させる。 

・発表の視点 

・ 調べた動機 

・ 調べた内容 

・ 調べた感想 

 

 

 

 

・豊田用水について振り返る。 

・用水に込められた人々の願いや思いを知る。 

・日野のまちに残る用水に愛着を持ち、大切にしてい

こうとする気持ちを持たせる。 

 



５ 郷土教材を導入した授業展開とそのねらい 

（１） 本時のねらい 

   日野市全域にわたる用水の広がりから、郷土日野の特色が「緑と清流」、「水の郷」といわれ

るわけを理解し、これからの用水と自分とのかかわりを考える。 

 

（２） 本時の展開 

 
学習活動・内容 留意点・資料 

１ 豊田用水の発表会を想起する。 

・発表のテーマや、その概要 

・テーマ相互の関連性 

  

 

２ 本時の学習課題 

 「日野市全体では、用水はどのくらいある

のだろうか」について予想する。 

 ・低地（沖積地）の広がりから 

 ・昔の水田地帯から 

 ・多摩川、浅川、程久保川の流れ 

 

３ 市全体の水路図を見て、感想を発表す

る。 

・用水の幹線 

   日野用水、豊田用水 

・ 幹線から延びる支線 

 

４ 使われていない用水の写真を見て地域

の変化の様子を話し合う。 

 

 

 

 

 

５ 用水管理組合の人の話を聞いて、水辺作

りの意図を知り、自分とこれからの用水と

の関わりについてまとめる。 

・発表したものの中から、本時の課題につながる内容等

はカードにして準備し、掲示できるようにする。 

幹線と支線 

  日野市の用水の数等 

 

・これまでの調べ学習や生活経験、日野市の地形図、昭

和 30年頃~昭和 4０年代の土地利用図をもとに考えさ

せる。 

・多摩川、浅川、程久保川等の川が流れていることに着

目させる。川のそばは土地が低いこと、昔は田圃が広

がっていたことに気づかせる。 

 

・用水路名や、取水する川をおさえる。 

・郷土日野の特色（緑と清流、水の郷）を伝える。 

 

 

 

 

・現在使われていない用水の写真の提示から、その周辺

の景観を話し合わせる。 

・自分たちの調べてきた用水ではどうであったかを思い

出させ、市のいろいろなところで用水がなくなってし

まったり、使われなくなってしまったりしていること

に気づかせる。 

 

・用水管理組合の人の話を聞かせ、行政の工夫や地域の

人の願いを知る。 

・今ある用水を大切にしようという気持ちが芽生えた

か、これから用水をどのようにしていこうと考えたか

を発表させる。 

 

 

 

 

 

 

 



６ 児童生徒の活動の姿と課題 

子どもたちは用水が身近な存在である事から、意欲を持って学習に取り組む事ができた｡学習前は、

「遊び場としての用水」と言うイメージが強かったが、見学をしたり、調べ学習をしたりしたことに

より､用水に関する知識を得て、用水を大切にしていこうとする気持ちが芽生えてきた。 

昔は生活の場として必要とされていた用水が、今は下水が入って汚れてしまっているところもあっ

た。また、田んぼがなくなり、用水としての役目が終わってしまった箇所もあった。しかし、用水の

歴史、用水と人との関わり、今の様子を調べる学習経緯の中で、日常、魚を捕ったり、人々が眺めて

やすらいだりできる用水に愛着を感じはじめてきていることが子どもたちの言動から受け止められた。 

また、用水にかかわっている人たちや、地域の人たちから話を聞く機会は、「郷土日野」への思い、

願いを学習する上で大事な郷土教材になることを実感した。 

課題としては、子ども達が興味関心を持ったことを調べるのに、資料が充分でなかったり、あって

も難解で読みこなせなかったりすることが多かったので、子ども向けの資料の整理が必要である。 

  

人材  市 緑と清流課 用水管理組合 地域関係者 

資料 『用水を総合的な学習に生かす～日野の用水を例として～』 
   小坂克信著 2004 年 5 月 16 日 財団法人とうきゅう環境浄化財団発行 玉川上水と分水の会増刷発行 

『地域教材 日野の用水』 用水の会著 １９９５年３月３日 
『用水で遊ぼう！日野の用水攻略法』 １９９８年３月３１日 

日野市発行 日野市建設部水路清流課編 
『水の郷 日野 身近な水辺の保全と再生』 １９９５年３月 

            日野市建設部水路清流課発行  
『日野用水路・河川図』 １９９２年３月 日野市役所 

 
地図からみた豊田地区耕地整理の様子（昭和１５年・日野町明細全図より） 

 



事例２ 副読本「ひのっ子新選組探検隊」の活用 
 
 この副読本は、“「新選組のふるさと日野］について、小・中学生のひのっ子に理解を深めてほしい、

ふるさと日野の歴史に興味、関心をもってほしい”という願いからつくられ、市内各小・中学校の４

年生以上の学年に配布されている。 

 日野には上方歳三や井上原三郎の生家、日野宿名主佐藤彦五郎と本陣、日野宿と甲州道中等、新選

組と深く関わる多くの史跡や寺社がある。この副読本は以上の資料館や史跡・寺社を取り.ﾋげ、新選

組をとおして、江戸時代から明治時代へかけての日野や激動の日本歴史を身近に感じながら楽しく学

べるように編集されている。この副読本を指導計画に位置づけ活用することにより、郷土意識を育み、

ふるさと日野への誇りと愛着をもつことがてきると考える。 

 今、日野市は新選組をとおして、まちおこしを進めている。 ５月 11日の上方歳三の命日や「ひの 

新選組まつり］の新選組隊上コンテストには全国からファンが駆けつけてくる。平成拓年ＮＨＫ大河

ドラマ「新選組！」の放映により、「新

選組のふるさと日野］が全国に知れわ

たった。このことがきっかけて新選組

に対する理解の仕方も変わってきた。

市民のなかにも新選組について学びた

い、関係史跡を歩いてみたい、ボラン

ティアでガイドをしたいという機運が

高まってきた。少なくとも、朝敵・ 

逆賊・テロリスト集団という偏見は消

え、「勤皇佐幕の立場」「あくまで武士

道を追究した］「近藤・土方は、農民の

出身だったが本当の武士よりも武士ら

しく生きた］という認識に変わってき

た。全国のファンの多くは、その生き

方に共鳴しているのである。その後、

新選組関係者は自由民権運動の中心と

なったり、日野の政治や産業、教育に

指導力を発揮し、現在の日野市発展の

基盤をつくったのである。私たちは自

信と誇りをもって新選組を語り、教材

化を図っていきたい。 

 そのため、副読本「ひのっ子新選組

探検隊～歩こう調べよう ふるさと日

野～」の有効な活用が望まれる。学校

だけでなく、個人研究や親子で史跡め

く恂、地域の史跡ハイキング等にも活

用していた 

だきたい。 

 
 

      探検ＭＡＰ（ひのっ子新選組探検隊 P,36 参照） 
①日野宿本陣 ②土方歳三資料館 ③井上源三郎資料館 ④八坂神社 
⑤宝泉寺 ⑥石田寺 ⑦とうかん森 ⑧高幡不動尊 ⑨犬昌寺 
⑩新選組のふるさと歴史館 
 



事例２－１ 
郷土教材名 「新選組と日野とのかかわり」 
１．単元名 第５学年総合的な学習の時間「ひの新選組まつりを調べよう」（実施時期：４月） 
２．単元の目標 
 ①教科がねらう目標 

  ・「ひの新選組まつり」を調べることを通して、歴史的な人物や建造物などに関心を持つ。 

  ・パソコンなどを活用し、「ひの新選組まつり」について調べることができる。 

 ②郷土学習がねらう目標（郷土意識の育成、郷土資料活用） 

  ・「ひの新選組まつり」を調べることを連して、上方歳三や井上原三郎、佐藤彦五郎など幕末 

   に活躍した人物が日野とかかわりがあったことを知り、郷土日野に関心を持つ。 

  ・口野にある寺社が歴史的にも意義のある建造物であることを知り、関心を持つ。 

３．研究主題との関連 一郷土意識をはぐくむ指導のあり方－ 

 ○なぜ取り上げたのか 

   日野市は新選組の土方歳三・井上原三郎の出身地である。また、新選組を支援していた日野 

  宿本陣の名土佐疎音五郎がいた場所である。新選組は、幕末、京都の市中警護を行ったり、池 

  田屋事件をはじめとした京都の治安を守る役目を負ったりしていた。また、汪戸幕府がほろび 

  行く中で、最後まで信念をつらぬき、幕府側として戦った。日野出身の上方や井上が作り上げ 

  た新選組は、歴史の中でその名を残すほどの存在となった。 

   郷土教育として新選組を取り上げることで、「日野の出身者が歴史に名を残す働きをした」 

  「最後まで信念をつらぬいたすごい人がいた｡」などの思いを持たせることができ、郷土日野を 

  愛する意識を育てられると考えた。 

 ○研究テーマとの関連 

   ５年生時点での新選組の取りあつかいでは、郷士意識を育む方策として「多くの人々が関わっ 

  てきていることを知る」「観察、調査など、課題を意識し、自主的学習を展開する」という内 

  容を受け、「ひの新選組まつり］を取り上げることにした。土方歳三の介日にあわせて行われ 

  ている「ひの新選組まつり」は歴史はまだ浅いものの、日野と新選組とのかかわりを後世に伝 

  えようと毎年行われており、新選組ゆかりの寺社などをパレードしている。 

    「ひの新選組まつり］を取りあつかうことで、日野市には新選組関係の人が多くいたこと、 

  また、新選組に関係した場所がたくさんあること、日野市は新選組と深く関係かおるため、そ 

  のことをこれからも伝えていきたいと考えていることなどをつかませ、児童の郷土意識を育ま 

  ぜていきたいと考え、教材として取り上げることとした。 

 

 
 



４．郷土教材を導入した授業展開とそのねらい 
 ①目 標 

  ・ひの新選組まつりについて調べ、日野と新選組との間わりに関心を持つ。 

 ② 本時の指導（２時間扱い） 

  ｉ ねらい 

   ・ひの新選組まつりについて調べ、日野と新選組との関わりに関心を持つ。 
  ii 展 間  下の表は、書き直すか、スキャナがよいかもしれない 

 

③評 価 

  ・ひの新選組まつりについて調べ、日野と新選組との関わりに関心を持つことができたか。 

 

学習活動と内容 ・学習資料 ○留意点 

 

１．幕末の新選組と日野とのかかわりについて知り、         

ひの新選組祭りがあることを知る。 

 ・新選組は江戸時代、京都の警備をしていた。 

 ・土方歳三や近藤勇は農民出身  

・佐藤道場では、天然廻心流の剣術を稽古してい     

た。 

 

 

○新選組の活躍について簡単に触れて   

紹介する。（土方歳三、井上原三郎、   

佐藤彦五郎、高幡不動尊など）・新選 

組パレードの映像 

※日野の地図と出身地や寺社の位置 

  

  

２．図書資料やインターネットを使って調べる。  

・新選組祭りではパレードが行われている。 

・上方歳三の介日にあわせて行われている。  

・新選組に関係のあるお寺や場所を通っている。  

・ひの新選組祭りには、いろいろな人が参加して  

いる。 

※「ひのっ子新選組探検隊］や「ひの 

新選組まつり情報（ＷＥＢ）］ 

 

◎歴史の内容やこまかい史実には深大 

りせず、どんな祭りなのか、関係の 

あるお寺や場所はどんなものなのか 

を調べさせるようにする。 

３．「ひの新選組まつり」について調べたことを発 

表しあう。  

・新選組まつりではパレードが行われている。  

・土方歳三の命日にあわせて行われている。  

・新選組に関係のあるお寺や場所を通っている。  

・ひの新選組まつりには、いろいろな人が参加し  

ている。  

・まだ歴史は浅いがこれからも続いていく祭り。 

◎ワークシートに友達の発表を聞いて 

わかったことをメモするようにす

る。 

４．「ひの新選組まつり」について感想を書く。 

・日野市は新選組と関係のある場所がたくさんあ

っておどろいた。  

・日野から土方歳三などの有名人がいたことにび

っくりした。  

・今度「ひの新選組まつり」を見てみたいと思っ

た。 

◎感想を書くのに悩んでいる児童に

は、発表を聞いてどう思ったかなど

の声かけをして書かせるようにす

る。 

 

日野新選組まつりはどんな祭りだろう 



５．児童生徒の活動の姿と課題 

〈児童の感想から〉 

 

 

〈成果と課題〉 

  ５年生段階で、新選組が活躍した幕末時期の歴史的背景やその後の歴史について理解することは

大変難しいと思い、導入の段階で「上方歳三は幕末に活躍し全国的に名が知られている］「日野市で生

まれた］「新選組は京都を守る役目をもっていた」などをパワーポイントを使用して視覚的にも興味を

持たせるよう工夫した。その後、日野市はその新選組のまつりをしているということを提示し、予想

を立てさせ、児童の調べに移っていった。「ひの新選組まつり］については一部の完全は少し知ってい

たが、全体としてはあまり知られておらず、調べる活動では大変意欲的に取り組んでいた。調べた後

は、互いに発表し交流した。感想を書かせたところ、上記のように新選組、もしくは新選組とかかわ

りのある日野市に関心を持つことができた。特に、本校が高幡不動の近くにあるため、高幡不動尊と

新選組とのかかわりに驚きをもった児童が多かった。 

 成果としては、学習前は新選組の名前は何となく知っている程度だった子ども達が、この新選組の

学習を通し、自分達が暮らしている日野の歴史と深く関係かおり、また、地域にある建造物も同時に

歴史的価値のあるものが多くあった、という思いをもつことがてき、日野に対する郷土意識を育むこ

とができた。 

 課題としては、資料として提示するものの数が限られていること、また、今回の学習をその後どの

ように生かしていくのか（新選組関連の寺社を訪ねる、新選組祭りへの参加、もしくは何か情報を発

信するなど）ということが考えられる。 

 

〈活用した資料〉 

 ・ひのっこ新選組探検隊（H16.3.31 日野市教育委員会） 

・ひの広報 第 1086号（H16.5.1） 第 1110号（H17.5.↓） 

 



・インターネット 
   第５回ひの新選組まつり 
    http://www.linkdub.or.jp/~swing/report1.htl 
 

第６回ひの新選組まつり 
http://www.1inkclub.or.jp/~swing/hino2003.htm1 

 
ひの新選組まつり 

http://byp.web.infoseek.co.jp/hnp01.htm 
 

ひの新選組まつり 
http://rokujo.squares.net/shinsen/hinomatsuri/matsuri1.htm 

 
幕末ぶらりんこ 04’薫風編 

http://www5e.biglobe.ne.jp/~burarin/bakumatu37.htm1 
 

日野市観光協会 
http://www.shinsenhino.com/shinsengumi/arcs/0000_news/000162.php 

 
   「ひの新選組まつり」参加記 

http://miburou.coo1.ne.jp/page040.html 
 
インターネットについては個人のサイトのためなくなっている可能性がある。 

 
・新選組の旗、陣羽織についても貸し出しされている。（日野市観光協会） 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひの広報第 1110 号（H 17. 5.1） 
 
 



事例２－２ 郷土教材名「徳川幕府と新選組」 
 
１ 単元名 第６学年社会科「明治維新をつくりあげた人々」 
２ 単元のねらい 
 ○黒船の来航、幕末から明治維新、文明開化、大日本帝国憲法の発布等に関心をもち、我が国が欧

米の文化を取り入れつつ、廃藩置県や四民事等等の諸改革を行い、近代化を進めたことに理解で

きるようにするとともに、我が国の近代化に貢献した先人の努力について深く考える態度を育成

する。 

 ○年表、写真、文章資料、関係図、副読本「ひのっ子新選組探検隊」などの資料を有効に活用し、 

  詞べ、まとめたことを目的に応じた方法で適切にまとめることができるようにし、明治維新をつ

くりあげてきた人々の業績が地域の発展や我が国の発展に果たした役割について考える力を育む。 

３ 研究主題との関連 

  平成１６年、ＮＨＫが大河ドラマ「新選組」を放映した。市は「新選組のふるさと口野］を掲げ

て日野市から全国に「新選組の日野］の存在を発信した。そして、新選組に関連する資料を掘り起

こし、資料の整備と充実を推進している。「新選組のふるさと歴史館」も新たにできた。日野をふる

さととする子どもたちには、幕末から明治維新へ大きく変わる歴史の中で最後まで幕府を支えた意

味を、また、明治の自由民権運動、殖産興業を拒うその原点が、日野に関しては、新選組を支えた

日野宿の人々にあったことを身近にある郷土教材から発見させ、郷土への愛着をもたせたい。 

４ 単元の指導計画 

0.5 

 

 

 

１ 

 

 

１ 

⑥自由民権運動が広がる 

 明治政府の改革に対する社会の動きを調べ、自 

 由民権運動の広がりについて、分かったことや 

 考えたことをノートにまとめる。 

⑦国会が開かれる 

 国会の開設に至る過程を、人物の動きに即して 

 とらえる。 

⑧まとめとふり返り 

 まとめの話し合い活動とテスト 

☆明治政府の改革に対する国民の反 

 対の声が、自由民権運動として広 

 がっていったことを押さえる。 

 

☆議会の仕組みや憲法の内容につい 

 て、現在と比較しながら考えさせ 

 るようにする。 

 

 

 
 

時 おもな学習活動と内容 留意点・資料 

１ 

 

 

 

 

１ 

①２枚の絵を比べてみよう 

 教科書に掲載されている２枚の絵を比較しなが 

ら読み取りこの間に社会にどの上うな変化が起 

こったのかを予想して、本小単元の学習問題を 

つくる。 

②若い武士たちが幕府をたおす 若い武士たち

が、何故その上うな世の中をつくりあげようと

したのかを考える 

☆２枚の絵に描かれた街並みや人々 

の装いなどの違いなどから、20 年 

ほどの間の急激な変化に気づかせ 

る。 

☆大久保、西郷、木戸の３人に着目 

させ、新しい世の中をつくりあげ 

た人々の働きに関心をもてるよう 

にする。 

１ ③新選組・上方歳三の年表を作ることにより日野 

出身者である若者が歴史に影響を及ぼしたこと 

に気づかせ、事実を知ることにより、興味・関 

心を持って地域を考える。 

☆官軍・賊軍という視点ではなく、 

日野出身の歴史に影響を及ぼした 

人物ということでひのっ子新選組 

探検隊を使い調べる。 

１  

 

 

0.5 

④新しい国をつくる 

 明治政府の諸改革について調べ、改革の目的を 

とらえる。 

⑤人々のくらしや考え方が分かる  

文明開化に関する資料を調べ、明治になって

人々のくらしの中にあらわれた変化をとらえ

る。 

☆富国強兵の国づくりの問題点につ 

いても話し合わせ、次時以降の学 

習につなげる。 

☆文明開花の様子について調べると 

ともに現在の自分たちの生活や文 

化への影響にも目を向けさせる。 

 



５．郷土教材を導入した授業展開とそのねらい 

 

①ねらい 

新選組・上方歳三の年表を作り、歴史に影響を及ぼした目野出身の若者がいたことをとらえる。 

  

②展 開 

  
 

６．児童生徒の活動の姿と課題 

 

  この１時間だけの学習だと、新選組についてさらに調べたい多くの疑問などを児童は持つ。例え

ば、農民出身の土方がなぜ名字を名乗っていたのか？刀を特っていたのか？といった児童からの疑

問を総合や個人学習として、今後につなげていくことが課題である。特に新選組の日野での足跡や

江戸での足跡（本陣、井上源三郎資料館、土方歳三資料館）は地域に残っているので、さらに追究 

すると面白いと考えられる。また、「新選組のふるさと歴史館」がオープンしたので、教材研究や児童 

の見学として是非活用したい。この歴史館では、新選組の成りすちなどを逐次内容を変えながら展示 

している。テーマが変わるごとに違うものを見ることができる。うまく生かしたい。また、市立日野 

図書館の２階では、新選組コーナーがあり、いつでも手にとって資料を見ることができるので、こち 

らも活用していきたい。 

 
  
 

学習活動と内容 留意点(○)・資料(※) 

 

１．新選組について知っていることを発表し、幕末に 

活躍した新選組の存在を知る。  

・新選組副長の土方歳三は石田村の近くで生まれた。 

・井上源三郎は日野駅の近く出身・近藤勇や沖田総  

司なども佐藤道場で剣術の稽古をした。 

・佐藤彦五郎は新選組を支援していた。 

 

※日野の地図と出身地や神社の位置 

 

○新政府側の大久保、西郷、木戸の立 

場とは反対側に新選組がいたことを 

知らせる。 

 新選組・上方歳三の年表を作ろう！  

  

 

２．ワークシートで年表を作り、土方歳三の役割や出

来事を調べ、場面場面での新選組の思いを考える。 

 

※「ひのっ子新選組探検隊］ 

 

○ワークシートの年表に史実を書き込 

んでいき、場面場面での新選組の思 

いを調べ記入する。 

 

３．発表し、土方の年表を確認にする。 

 ・新選組は京都の警備のために結成された。 

 ・幕府を裏切ることを廿ず、立場を守った。 

 ・池田屋事件では、京都を焼き討ちから叔った。 

・ 函館で最後まで幕府側として戦った。 

 

 

 

４．振り返り・感想を書く。 

 ・上方は幕府を大切に思って行勤していたのだと  

思った。 

 ・日野出身の土方や井上が京都の警備のために働  

いていたことを知っておどろいた。 

 

 



 
 
 



事例３ 日野市郷土資料館の活用 
 
 郷土資料館では、小中学校が行う社会科見学や教科学習のための来館時に、展示資料の解説を行っ 

ている。学校の意向を聞きながら、資料を選定し解説方法を決定し、見学の流れを組み立てる。希望

があれば、展示していない資料を準備したり、学校へ資料を持ち込んだりしての解説、野外での自然

観察や史跡めぐりなども可能である。このような実体験の機会を提供することで、児童生徒が楽しく

学び、心に残る授業が可能となる。 

 

 

３－１ 郷土資料館展示見学例 

 
郷土教材名「古い道具と昔のくらし」 

 

概要：郷土資料館では、昔の暮らしを知るための資料として、かつての日野市域で一般的に使用され

ていた生活道具や農具などを数多く収蔵している。完全の見学が多い時期には、主に昭和初期の生

活道具を現在の日常生活と比較しながら紹介する「暮らしの道具］展を開催してきた。これらの生

活道具から、かつての日野市域での暮らしをたどることができる。 

 ※資料数や種類は限定されるが、同様の内容で教室に資料を持ち込んで解説する「出前いっちょう」

も可能である。 

 

１ 小学校第３・４学年 社会科 「古い道具と昔のくらし」 

 

２ 単元の目標 

 （1）教科がねらう目標 

  地域の人々の生活の変化を調べることができる。 

  地域社会に対する誇りと愛情を感じる。 

 （2）郷土学習がねらう目標 

  ①昔の道具の仕組みや使い方を理解し、当時の人々の知恵や暮らし方を考える。 

  ②日野の昔の暮らしや特徴について知り、郷土とは何かを考える。 

  ③郷土資料館（図書館）の利用法、文献の調査法を身につける。 

 

３ 研究主題との関連－郷土意識を育む指導のありかた 

  郷土資料館を見学することで、かつての日野の様子を知るだけでなく、自分にとって郷土はどこ

なのか、どのようなものなのかを考える機会となる。 

  本で調べる、人の話を聞く、実際の道具を見るという道筋を通して、郷土の昔の暮らしについて 

より実感をもって学ぶことができる。 

 

４ 授業展開 

 郷土資料館見学の展開 ＊移動時間を含まず 60分を想定 

 （1）導入５分） 

  ・郷土資料館は、歴史・民俗・自然など様々な日野の郷土に関する資料を収集・保存して活用し

ている。 

  ・資料は日野の人々から寄贈された大切なものである。 

  ・郷土資料館の役割や利用方法がわかる。 

 

（2）展開 

   ①「昔の道具］について学芸員の説明を聞く。（20分） 

    【実物資料】主として昭和初期の生活道具を展示している。炊事の道具（鍋・釜・飯櫃・お

櫃入れ）、照明の道具（行灯、提灯）、暖房の道具（火鉢、行火、石炭ストーブ）、装いの道

具ほか（たらいと洗濯板、火のし、炭火アイロン、ミシン、枡、箱枕、薬箱、文机）など。 

    【留意点】道具の名前だけでなく、どのように使ったのか想像し易いように、現代の道具と 

   の比較や名前の由来などもあわせて説明する。道具に見られる知恵や工夫を伝える。 

    火や炭の利用や取扱い、素材など昔の道具に共通する点も伝える。 



 ②生活道具の観察を記録にその後自由に見学する。（25分） 

  各自の選択した道具をスケッテし、道具について理解した内容を記絃用紙に書く。 

  【学芸員および教師の支援】道具の特徴に気づくように助言し、児童の質問に答える。 

 

(3）まとめ 1O分 

   ・生活道具の説明を聞き各自が観察した後での質問をする。 

    【児童生徒の活動の姿と課題】 

     説明をしながら、「何だと思いますか？」といった質問をなげかけると、多くの場合は的を

得た回答が返ってくる。それは事前学習の成果と思われる。しかし、回答したばかりのこと

を質問される場合もある。見学の場において、児童の集中力を保ち、解説内容を理解できな

い児童を把握するのは難しい。実物を見ることで、心の片隅に残ればよいのか、それとも一

定の理解すべき目標があるのかといったことを、教師と学芸員が事前確認する必要がある。 

 

※なお、見学時期によって展示内容が変更となる。希望にあわせて資料を準備することも可能。

昔の道具以外の展示（例：日野の化石、江戸時代の村絵図）からもふるさと日野の歴史につ

いてあわせて見ることができる。 
 
 
 

夢が丘小学校 ４年生 
企画展「暮らしの道具今・昔」見学 
 



３－２ 出前いっちょう 実物資料を用いた出張授業（本事例集 p.57参照） 

 
郷土教材名「昔の農具を用いた脱穀体験」 
 

概要：箕、唐箕、千歯こき、足踏み脱穀機などかつて日野でつかわれていた農具を用いて、学校で収

穫した稲の脱穀作業を校内で行う。 

 

１ 小学校５年生 総合的な学習の時間「米作り 脱穀体験」 

 

２ 単元の目標 

 （1）教科がねらう目標 

   昔の道具から、当時の人々の知恵や苦労、米を食べられる状態にする工程を学ぶ。 

 （2）郷土学習がねらう目標（郷土意識の育成、郷土資料の活用） 

  ・日野市域で盛んだった稲作について実感する。 

  ・日野と農作物について現在の暮らしと結びつける。 

 

３ 研究主題との関連－郷土意識を育む指導のありかた－ 

  稲作が盛んであった郷土日野の特色を意識できるように指導する必要がある。また、現在の自分

たちの食生活と農業の深い結びつきについて実感させる必要かおる。 

 

４ 授業展開 

 （1）脱穀作業の方法や道具の使い方、藁の活用などについて説明を聞く。 

  ・箕や唐箕、千歯こきや足踏み脱穀機の特徴および使用方法や道具の進化。 

  ・藁は縄やわらぞうりなど、生活に必要な素材として活用できる。 

 （2）実際に脱穀作業を行う。 

   【支援】古い道具を正しく、大切に安全に使えるよう指導する。 

 Ｏ）脱穀や稲作についての質問をする。 

   【支援】児童の質問を全員で共有できるように説明する。 

 

５ 児童の活動の姿と課題 

  児童は夢中になって脱穀機や唐箕を使う。互いに使用方法を教えあう一方で、無茶な使い方をす

ることもある。収穫が少ない場合は、農作業の困難さや解決策を伝える必要がある。手の空いた児

童が飽きないような対策が必要である。 

 

郷土教材名「大昔の体験 土器・石器を中心に」 
 

概要：日野では旧石器・縄文時代に始まり、数多くの遺構・遺物が発見されている。発見場所は台地・ 

   丘陵地、低地と特定の場所ではなく、学校の近くの遺跡など身近な遺跡を紹介することもでき

る。 

 

１ 小学６年生 社会「原始・古代の人々」 

 

２ 単元の目標 

 （1）教科がねらう目標 

   ・日本の歴史のはじまりについて考えることができる。 

   ・遺跡や文化財についての理解と関心が深まる。 

 （2）郷土学習がねらう目標（郷土意識の育成、郷土資料の活用） 

   ・日野で出土した土器や石器、遺構などについて知る。 

   ・日野における大昔の人々の暮らし方、現在の人々の暮らしについて考える 

 



３ 研究主題との関逐一郷土意識を育む指導のありかた－ 

  遺跡の分布から、日野には古くから原始古代の人々が暮らしていたことがわかり、水に恵まれた

日野の良さを知ることにもつながる。水や自然を生かした大昔の暮らしと現在の暮らしの相違点や

人々の知恵を学び考えるよう指導する必要がある。 

 

４ 授業展開 

 （1）日野市内の遺跡や土器や石器についての説明を聞く。 

   ・日野には多くの遺跡が発見され、埋蔵文化財は大切なものである。 

   ・土器や石器の材料、作成方法、使用方法、時代による変化。 

 （2）火の利用と古代人の暮らしについての説明を聞き、火起こしを体験する。 

   ・火は土器の焼成、調理、暖房などに用いる大切なものだった。 

   ・火を起こすために、原始時代から様々な方法が編み出されてきた。 

 

５ 児童生徒の活動の姿と課題 

  実物資料に触れると、児童は生き生きと発言し、笑い声が聞こえる楽しい授業となる。楽しいだ

けでなく習得目標をおさえた授業が必要である。土器や石器などから、過去を推測してみる経験が

別の場面でも生かせるような解説を心がけたい。 

 

 

郷土教材名「多摩川で大昔の化石をさがそう」野外観察指導 

 

概要：日野では、アケボノゾウやクジラなど約 150万年前の化石が数多く発見されている。多摩川で

観察を行い、大昔の環境変化を知ることができる。 

 

１ 小学校６年生 理科「地層のでき方」 

 

２ 単元の目標 

 （1）教科がねらう目標 

  ・泥・砂・火山灰の地層や、化石が含まれる地層を観察する。 

 （2）郷土学習がねらう目標（郷土意識の育成、郷土資料の活用） 

  ・日野の地域から様々な化石が産出していることを知る。 

  ・郷土日野の自然について関心をもって観察をする。 

  ・身近な地域の自然にふれあい大切にする。 

 

３ 研究主題との関連－郷土意識を育む指導のありかた－ 

  化石となった生物が生息していた時代は、人々の歴史とかけはなれた大昔の出来事である。化石

という話題は児童生徒が興味を持ち易い。児童生徒の郷土意識を育むためには、身近な対象に興味

をもって接することが大切である。 

 

４ 授業展開（半日コース） 

  ・観察ルートは多摩川左岸河川敷、中央線鉄橋上流から立日橋付近まで 

  ・ゾウの足跡発見地点、植物化石、生痕化石、軽石、火山灰、貝化石のでる地点 

 

５ 児童生徒の活動の姿と課題 

  児童は化石に関心があり、積極的に楽しむ。まずはよく観察するように促すことが必要となる。

化石の大切さ、化石や地層から古環境が推測できることなど面白さもあわせて伝えたい。期待は 

 ずれや、遊びに終わらせない事前指導が不可欠である。 



３－３「デリバリー博物館」 資料館外で行う資料展示（本事例集 p.？？参照） 

 

郷土教材名 「日野の遺跡と農具～学校周辺地域を中心に～」 

 

概要：「デリバリー博物館］とは、余裕教室など資料館以外の会場で展示を行う事業である。既存の

パネル・資料セットを用いるほか、学校側の希望をふまえ共同で展示内容を検討し企画を行う。 

  また、展示規模や期間についても柔軟に対応することが可能。展示の実務は学芸員が行うが、希 

 望があれば作業内容によって共同で行うこともできる。学校や郷土資料館にある資料や物品を活用

するため、特別な経費は必須ではない。 

  〈展示例〉 

  ・原始時代の日野 

   市内発掘の土器石器類や学区域の遺跡 

    縄文土器、打製石斧、磨製石斧、土師器、遺跡の写真パネル 

  ・ふるさとの農具 

   日野市域で使われてきた農耕の道具 

    鍬、鋤、馬鍬、振り馬鍬、カルチベータ、種まき器 

    千歯こき、足踏み脱穀機、唐箕、篩、万力 

 

１ 学年 教科 単元名 

  学年、教科、単元名は設定せず、学校側が必要に応じて展示室を活用する。また、要望に応じて

展示資料や内容を変更することで、様々な授業に活用が可能である。 

 

２ 研究主題との関連 郷土意識を育む指導のありかた 

  日野市の歴史・考古・民俗・文学・自然などについてのテーマの展示では、授業だけでなく郷土

意識を育む様々な機会に活用できる。また、校内展示のため、資料を間近にいつでも見ることが可

能で、郷土を実感することができる。 

  教科や単元に応じて資料を揃えるなど柔軟な活用が可能となる 

 

３ デリバリー博物館実現のための凡その流れ 

共同企画→事務手続き（貸出中請）→展示作業（原則として学芸員）→公開開始 

   

 

日野市立第三小学校内展示室の様子 



３－４ 職場体験 

郷土教材名「地域の職場で将来の生き方を考える」 

 

概要：「将来の生き方」を考えるために、様々な業種の職場を訪問し実際の仕事を体験する。郷土資

料館では、専門職の学芸員および一般事務職が勤務しており、調査・展示・研究・体験学習会の開催

などのために様々な業務を行っている。その内郷土資料館特有の仕事として学芸員が行っている資料

整理、展示を補足するパネル作成、体験学習会の準備を職員とともに行う。 

 

１ 中学校２年、総合的な学習の時間「他者から学ぶ」、郷土資料館での職場体験 

２ 単元の目標 

  社会人とともに働く体験を通して、それぞれの職場の役割や働く人の役割を知り、社会とのつな

がりを感じることができる。 

 

３ 研究主題との関連 郷土意識を育む指導のありかた 

  郷土のことを調査し、資料を蓄積し、郷土について伝えていく役割を郷土資料館は担っている。 

 この職場体験では、博物館学芸員という職業について体験するだけでなく、郷土を知るという体験

も必然的に伴っている。児童生徒が将来どのような職業に就こうとも、郷土を知り・伝えることの大

切さが伝わるように指導することが重要である。 

 

４ 授業展開 

 （1）職場体験の時程を確認する。 

 （2）施設案内の説明を開く。 

    施設概要、資料館の活動内容（展示・資料調査・収集・講座開催など） 

  (3) 実際に郷土資料館で行っている実務を共に行う。 

   ・体験学習で参加者が作成した土器の野焼きを行う。 

   ・雑木林の散策し、自然観察会の実施運営について学ぶ。 

   ・調査活動および展示パネルの作成を行う。 

     昔の絵図に現在の地名を対応させ、結果をもとにパネルをつくる。 

 

５ 児童生徒の活動の姿と課題 

  展示を例にすると、展示のための調査やパネル作成などの作業に生徒は熱心に取り組み、慌しく

１日が終わる。資料館の裏方で行われる様々な仕事について、生徒が知る機会は極めて稀であり、

職場体験ではすべての仕事を体験することができない。「楽しい職場体験だった」だけで終わらせず

に、郷土資料館での仕事の苦労や郷土を伝えることの意義など、生徒の心に残るように心掛ける必

要がある。生徒からは、「貴重な体験だった」、「郷土の文化を伝える仕事が印象に残った」などの感

想が聞けた。 



３－５ 中学校における日野市郷土資料館の活用事例 

はじめに 

 平成１７年度４月に日野市郷土資料館が教育センターに移設され、学校教育と郷土資料館のより有 

機的で機能的な連携が可能となった。そこで、本研究では郷土資料館のより有効な活用法を検討し、

郷土資料館の活用に幅と広がりをもたせることを目的とする。 

研究テーマ  選択授業における郷土資料館活用の試み 

１ 研究テーマ設定の理由 

  アンケート調査によると中学校における郷土資料館の利用は、郷土資料館の地理的な位置、近隣

中学校から遠距離にあるという点から、利用が限られている。 

  また、限られた時間や人数、他教科授業との関係から授業に取り入れにくいという現状がある。 

 そこで、本研究では選択授業における郷土資料館の活用を研究することで、こうした課題の解決を

図ることとした。 

２ 研究目的 

  郷土資料館の活用法には、①収蔵資料の利用、②学芸員の利用がある。本研究ては、①と②を 

 同時に活用できる訪問型ではなく、②を中心として学芸員の来校による連携授業を行うことで、郷

土資料館学芸員との連携を深め、生徒の郷土資料館利用と郷土教育推進を図ることを目的とした。

その際、選択授業を取り上げたのは、通常の授業では、学習内容が授業進度によって決められてい

るのに対し、選択授業では、①学芸員を継続して利用できる指導計画をたてやすい②比較的少人数

であり、学芸員の負担が少ない。この２点から今年度は選択授業で行った。 

３ 研究内容 

  ２年選択授業において、日野市の歴史に関わる事項について調べることをテーマに調べ学習を実

施した。郷土についての調べ学習では、生徒の資料収集、資料活用が重要となる。本研究では、調

べ学習の大きな支後者となる学芸員との連携の在り方、連携の方法を実際の選択授業を通じて研究

を連めた。 

４ 実践事例 

 （1）学芸員との連携内容 

   学芸員の郷土に関する専門的知識を活用し、さらに郷土資料館の利用を図るために、２年選択

授業において 

   ①郷土資料館利用ガイド 

   ②日野市の歴史紹介（特色のある事項について） 

   ③調べ学習のアドバイス（情報収集法、資料館情報の利用など） 

  の３点を内容として行った。 

（2）学芸員との連携方法 

   事前に学芸員と打ち合わせを行い、学芸員の訪問による連携授業案を計画作成した。連携方法

としては、ＴＴ形式をとり、生徒の質問に答えたり、助言を行ったりして、学芸員による直接授

業参加の形をとった。このことにより、学芸員の専門性がより生かされ、生徒たちが知りたいこ

とやヒントをタイムリーに得られるようにした。また、内１回は郷土資料館の利用案内を中心に



して、学芸員による授業を実施し、郷土資料館の利用の促進を図った。 

 

(3)指導計画 

   11/ 8（火）オリエンテーション（日野の歴史に関する調べたい事柄の調査） 

   11/15（火）学芸員による出前授業（1） 

   11/22（火）調べ学習① 

   12/ 6 (火）調べ学習② 

     12/13（火）調べ学習③ 

     12/20（火）調べ学習④ 

      1/24（火）調べ学習⑤ 学芸員による出前授業（2） 

      1/31（火）調べ学習⑥・発表準備 

      2/ 7（火）調べ学習⑦・発表準備 

      2/14（火）調べ学習⑧・発表準備 

    1/21（火）まとめ発表 

      3/7  (火）まとめ発表 

 

（4）実践経過と結果 

  第１回 

   生徒がどのようなところに興味・関心を示しているか、調べたい事柄を把握した。調べたい事柄

としては 

   日野市の今と昔（多摩平の今と昔）、 日野の武将・武士 

   日野市の歴史的なできごと（例えば、空襲にあっていたかなど） 

   新選組（多数）、 日野市ができたときのこと、 日野の歴代市長 

   交通の歴史（高速道路、国道、鉄道）、 日野の歴史的な人物 

   があげられた。 

  調べる方法としては、インターネット、本で調べることを全員があげていた。 

  少数ではあるが、人に聞く（４名）、現地に行く（２名）があがった。しかし、郷土資料館を利用

するは、あげられなかった。このことは、生徒にとって郷土資料館が身近な存在でないことを伺え

る結果となった。 

第２回 

  学芸員による出前授業（1） 

  事前に、学芸員には生徒の調べたい事柄を送り、当日の授業内容の、「郷土資料館利用案内と日野

市の歴史的な事柄の紹介」についての綿密な打ち合わせをした。 

  当日は、まず、学芸員が、どうやって調べていけばよいかを、歴史の実例をあげて紹介した。例

えば、「万願寺という寺は日野市にはないが、地名にのっている。それを調べるには『史誌』にあた

ってみることである。もとにあたるには『本』が最適である。目で見て知る方法としては『地図』



がある。古地図、絵地図を見ることで、昔の様子、違いがよくわかる。『人』に聞く場合は、他の情

報と比較することで聞いたことが確かになる｡」等、丁寧な説明があった。 

 次に、インターネットと本の違いに触れ、専門家による本の有用性や、インターネットによる情

報の収集では、様々な情報があるのでいくつかをあたることで、より正確になるとの助言も得られ

た。文宇によらない文化財資料としては、板碑、石仏の紹介を行った。最後に、郷土資料館の利用

案内を行い授業を終えた。生徒はインターネットに頼りがちだが、本の重要性や文化財資料の活用、

郷土資料館の企画展のリーフレットやパンフレットも有効であることを知った。 

第３回～第６回 

  調べ学習を図書室、パソコン室で行った。生徒によっては、学芸員の話を聞いて、調べたい事柄

を変更して取り組んだ。図書室の本、インターネットの検索によって、情報を収集していたが、調

べる事柄が地域に限られているために、事柄によっては欲しい情報が見つからず、途中で調べたい

事柄を変更するなど、調べ学習に苫労している生徒も見られた。 

第７回 学芸員による出前授業（2） 

  調べ学習の進捗状況を事前に送り、「多摩平の今と昔］、「日野の武士］など、調べ学習に必要な情

報を学芸員から直接得られるように依頼した。また、実際に調べ学習の問、生徒からの質問に専門

的な立場から答えられるように机間指導をお願いした。学芸員は個々のテーブルを回りながら、生

徒の質問に答えたり、生徒の調べた事項についての補足や、郷土との関連を投げかけたりするなど、

郷土に関する知識や意識を高めることを行った。 

第８回 

  発表に向けての準備と発表用資料づくりを行った。 

第９回～第１０回 

  発表会を行った。冊子にしたり各自で工夫された発表が行われていた。 

 

５ 考 察 

  今回の実践では、途中経過であるが、以下の点が成果として考察される。 

（1）学芸員との連携授業では、たとえば、『田中冬二』が南多摩郡日野町豊田に居を構えていた記述

について生徒がわからずにいたところ、学芸員による直接の指導で、日野市であるとわかり、

生徒の郷土に関する新たな発見と派生的に人物と日野とのつながりを知ることとなった。 

     このように、学芸員が授業に入ることで、郷土資料の紹介や調べ方のアドバイスに限らず、  

   郷土に対する意識が高まるきっかけを生徒にもたらす結果となった。 

（2）図書室にある埋もれた資料が日の目を見ることになった。「たき火」で有名な『巽聖歌』、その

他『伊藤整』、『田中冬二』の作品集や資料についての学芸員の紹介が、担当教師と図書室の市

政協力員とにより、日野市にゆかりの人物コーナーを設置する契機となった。このコーナーは、

図書館を利用する生徒が郷土のゆかりの人物を新たに発見する場となり、郷土意識を育む一助

となった。 



（3）郷土資料館の活用以外に、地域の図書館を利用することで、他施設との連携をもたらした。授

業で郷土を罰べる際、郷土の資料の充実が重要である。担当教師も生徒の要望に応えるため、 

     いきおい郷土資料の収集と情報収集に取り組まなければならない。必要な資料をリストアップ 

     し、図書館員の協力により、資料を揃えることができた。これにより、郷土資料館の活用を連 

     めることが図書館利用をも進めることになった。 

（4）選択授業における学芸員との連携授業は、学芸員が授業に合わせられる点て有効であった。 

 担当教師が学芸員のスケジュールに合わせて、連携の時期・時間等、柔軟に対応することが可 

 能であった。 

（5）学芸員との連携授業を実施することで、学芸員と教師の相互の向上につながることになった。 

     このことを通じて、教師自身が郷土『日野』に対する知識と学習を増すことになり、歴史や地 

     理の授業で、日野を紹介する事が可能になり、授業の幅が広がることとなった。また、学芸員 

     自身も、生徒の質問に答えるために専門領域に関わらず、さらに郷土『日野』に対する知識を 

     深めるきっかけとなった。 

 

しかし、以下の点が課題としてあげられる。 

（1）学芸員がより専門性を発揮できるようにするには、選択授業での調べ学習のスタイルを変更す

ることが考えられる。例えば、最初に学芸員によるガイダンスを行い、生徒は学芸員の専門分

野に関わるテーマから調べる事柄を選び調べ学習を行う。そうすることでその後の調べ学習も

よりスムーズにかつ、学芸員の専門性がより発揮できると考えられる。 

 

(2)学芸員と生徒の関わり方の難しさがある。どこまで、生徒に関わったら良いのか、学芸長自身か

らも声があった。このことは、中学校における生徒の実態の多様性と指導の難しさが反映されて

いる。しかし、逆に言えば、学芸員の熱心さの現れでもある。 

 

（3）学芸員と生徒との双方向のやりとりが頻繁にできる方法を探る。 

  学芸員との連携授業で、郷土の調べ学習において、生徒が知りたい情報やアドバイスを得られる

ことができた。しかし、学芸員が訪問する回数が限られたものになる為、調べる過程で生徒が抱

いた疑問、知りたい情報や利用したい資料をタイムリーに得ることが難しいことが多々あった。

そのような時に、例えば、学芸員とファックス等を利用して直接双方向でやりとりができると、

調べ学習をよりスムーズに進めることができると考えられる。 

（4）生徒自身の郷土資料館の利用が進まなかった。 

  学芸員による郷土資料館紹介と担当教師が郷土資料館の利用を進めたが、生徒は休日等に自ら

訪問することが見られなかった。調べ学習で最初に調査したように、郷土資料館の利用より、身

近な図書室、インターネットを利用することを優先する傾向は変わらなかった。これは遠いとい

う距離的な要素が一番であると考えられる。 



 

おわりに 

 今年度は、学芸員との連携授業を中心に研究を進めてきた。成果もあったが、課題もあった。まだ、

研究の端緒についたばかりであり、今後ともさらに研究を進めていく必要かおる。 

 本研究により、子どもたちが、郷土資料館の利用を通して、または授業で自らが郷土日野を調べ 

ることを通して、郷土目野に対する新たな発見と、郷土に対する愛着を育み、日野の未来を開く担 

い手となることを願うものである。 

 

    

 



事例４ 中学校社会科副読本「のびゆく日野」の活用を考えた中学校社会科の 

   年間指導計画例 

はじめに 

 日野市では、中学校副読本「のびゆく日野］が配布され、郷土日野の地域学習の一助としている。 

本研究では、中学校副読本「のびゆく日野」を授業でさらに活用することで、郷土教育を推進する 

ことを目的としている。先生方が郷土教育に目を向け、子どもたちの郷土意識を育むことを願うも 

のてある。 

 

研究テーマ 中学校副読本「のびゆく日野」の活用を考えた中学校社会科の年間指導計画例 

 

１ 研究テーマ設定の理由 

  中学校副読本「のびゆく日野」の活用状況はアンケート調査によるとほとんど活用されていな 

 い結果がでた。その理由としては、現状では、地理的分野で地域調査に使用する程度であり、教 

 科書の学習内容を限られた授業時数で教えなければならない為、副読本の利用が教科書の進度に 

 併せにくいことが考えられる。特に歴史的分野や公民的分野における副読本の扱いはそのような 

 傾向が強い。 

  また、副読本の扱う内容が日野市の関連で扱われているため、日本や世界全体、社会全般を扱 

 う教科書に位置づけにくいという現状かおる。 

  この二点から訓読本の活用が進まないと考えた。そこで、本研究では訓読本の活用を中心とし 

 た中学校社会科の年間指導計画を作成することで、こうした課題の解決を図ることとした。 

 

２ 研究目的 

  訓読本の授業の活用には、①副読本そのものを主教材としての活用、②教科書の補助資料とし 

 ての活用がある。 

  本研究では、郷土資料館の活用を視野に入れながら、②を中心に訓読本の活用と郷土資料館の 

 活用を年間指導計画に位置付けることで、中学校社会科における郷土教育推進を図ることを目的 

 とした。 

 

３．研究内容 

  教科書の学習内容と関連した、副読本が活用できる部分を、中学校社会科の年間指導計画に位 

 置づけることで、中学校３年間の社会科学習に訓読本の内容が活用されるようにした。 

  また、郷土資料館との連携を図り易くする為に、郷土資料館資料も関連させて、年間指導計画 

 に位置づけ、利用しやすいようにした。 

  さらに、副読本活用例の指導案を示すことで、実際の授業における活用のヒントとなるように 

 した。 



 





 
 



 



 



５．副読本「のびゆく日野」を活用した社会科地理指導案例（1） 副読本Ｐ５～８ 

 

１ 教材名 「身近な地域を調べよう」（１時間扱い） 

  

２ 目標・身近な地域の地形図を利用し、土地利用の変化を読みとることで、地域の移り変わりを

理解する。 

 

３ 本時の指導 

  ① ねらい 日野市の移り変わりを日野市の地形図から読みとり、変化の様子を考え自分のこと

ばで表現する。 

② 展 間 

学習活動と内容 ※学習資料と◎支援 

１ 日野市の移り変わりを詞べるための必要 

な資料を話し合う。 

 ・地形図  

・上地利用図 

・新旧の地形図の比較 

※中学校社会科副読本「のびゆく日野」 

◎土地地の利用の姿を知るには地形図が有効

であることを押さえる。 

◎地図記号、八方位など読図の基礎基本を簡 

単に押さえる。 

２ 副読本「のびゆく日野」の地形図を利用 

して、作業をする。 

 

・市街地（赤）、田（緑）、畑（黄）果樹園（紫）

桑畑（紺）に着色する。 

中学校社会科副読本「のびゆく日野」 

ｐ６ 昭和４８年の地形図 

   平成１４年の地形図 

◎地図記号の確認と鉄道、主要な道路を確認

する。 

３ 着色し終わった二つの地形図から、日野 

市の移り変わりの様子を発表する。 

 ・水田が減って市街地が増えている。 

 ・水田であった所に道路が作られている。 

 ・新しく作られた道路は規則正しく作られ  

ている。 

 ・水田が畑や果樹園になっている。  

・道路の上をモノレールが通っている。 

・高幡不動の駅の西側の市街地が大きくなっ  

ている。 

◎先に地形図全体の大きな変化をとらえさ

せ、紬かな変化にばかり目がいかないよう

にする。 

 

◎水田の土地利用の変化、水田から観光農園、 

住宅地への転換を道路から読みとらせる 

 

◎宅地化の進展が、日野市の都心との位置関 

係、交通の発展によることも気づかせたい。 

 

 

③評 価 

   ・日野市の移り変わりを地形図から読みとり、自分のことばで発表できたか。 

 

 

 
 
 



社会科地理指導案例（２）   副読本Ｐ２０～２３   

 
１．教材名       「人口が集中する首都圏」（ 1時間扱い）  
              東京中心部と郊外（日野市）との結びつき  
２．目標  

・首都圏への人々の集中が多くの問題を引き起こしていることを自分の住んでいる
地域と関連させて考えさせる。  

３．本時の指導  
①ねらい  ・郷土学習の観点から、東京都中心部と郊外（日野市）との結びつきを住

宅と通勤の面からとらえる。  
 

②展開  
      学習内容        学習活動     指導上の留意点   

導  
入  

・自分たちの保護者が勤め
ている地域を知る。  

・生徒の保護者が日野市内で働い
ているのか、日野市外で働いて  
いるのかを生徒に問いかけ、挙

  手させる。  

・身近な話題から都  
市 の 過 密 化 の 問 題

  に対して関心を持
  たせる。  

 
 
 
 
 
 
 
 
展  
 
 
 
 
 
 
 
 
開  

・日野市は昼間人口のほう  
が少な いことに 気づか せ
る。  

 
 
 
 
 
 

 
・周辺都市より都心への流  

出 人口が多 いことに 気づ
  かせる。  
・日野市や日野市周辺都市  

よ り都心の ほうが企 業数

  が多いことなどで都心の
  昼間人口が多くなること

  を理解させる。  
・ドーナツ化現象を理解さ  

せる。  
・都心の過密による問題点  

をあげる。  

・日野市の昼間人口、夜間人口  
を調べる。「流出人口」、「流  

  入人口」のグラフの中で 1000人

  以上のものを色塗りさせる。  
・昼間に日野市から人口が多く流

出する地域を調べる。  
・同時に、日野市に流入する人口

も調べる。  
・日野市の昼間人口が少なくなる

理由を考えさせる。  
・周辺都市より都心への流出人  
口が多い理由を考えさせる。  
 
 
 
 
 
・都心に多くの人が通っている  

日野市には、どのような問題が

生じているのかを考えさせる。  

・「のびゆく日野」  
のグラフ（ P.22、 P.  
23)を活用。グラフ  
の読み取り方を指導  
する。  
・東京都内の市名、  
区名の入った地図を  
配布して、流出人口  
の多い市名・区名を  
調べさせる。  
・調べる地域は東京  
都内にしぼる。  
・日野市と都心部と  

を 結 び つ け て い る
  交通の中心となっ

  ている JR中央線、 
  京王線の役割の大

  きさに触れる。   
 （「のびゆく日野」

  P.20の表を参照す
  る。）  
・近辺でのマンショ  

ン な ど の 建 設 や 農

  地の宅地化などの
  状況にも関心を持

  たせる。  

 
ま  
と  
め  

・郊外に住宅を求めて都心  
部周辺 都市の人 口が増 加
してい ることを 日野市 の

「昼間 人口」の 流出と 流
入の差 を関連づ けて理 解

させる。  

・首都圏の人口集中によってお  
こっている諸問題をまとめる。  

 

 

 
 



 

４  資料  
 
（１）日野市通勤・通学先別流出人口（「のびゆく日野」 P.２３）  
 

 
 
 
 
 
 
（2）日野市の昼間人口の流出と流入（「のびゆく日野 JP.23の図表をもとに作成） 

 
 

  日野市からの流出人口 日野市への流入人口 
差し引き日野市の昼間

人口の増減 

服

部 

八王子市 10,000人以上 10,000人以上 増減なし 

府中市 4,000人 1,000人 －3,000 

立川市 2,000人 1,000人 －1,000 

多摩市 2,000人 1,000人 －1,000 

市部の中での昼間人口の増減合計 一 5,000 

区

部 

新 宿 区 4,000人 500人未満 －3,卵 0 

渋谷区 2,000人 500人未満 －1,000 

千代田区 2,000人 500人未満 －1,500 

港  区 2,000人 500人未満 －1,500 

区部の中での昼間人口の増減合計 一 8,000 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



社会科地理指導案例（３）  副読本Ｐ１１～Ｐ１９ 

 

１ 単元名 「日野の産業について調べよう」 

２  ねらい 

  ①  地理的分野『身近な地域』の学習を通して、郷土「日野」に対する関心を高め、自ら郷土のこ

とについて学ぶ力を育てる。 

 ②  郷土の学習を通して、日野の抱える産業の課題について考え、課題解決能力を育てる。 

 ③ 互いに発表し合うことを通していろいろな考え方があることを知り、課題について討議する力

を育てる。 

３、指導計画 
時 学 習 計 画 留  意  点 評 価 の 視 点 

 

１ 

「日野の産業について概

略を知る」 

（副読本を活用） 

P11～P19 

・ 日野の産業についての概略を知る

ことにより、普段何気なく生活して

いる地域のことについての関心を

高める。 

・ 身近な地域を意欲的に知ろうと

することができたか。 

・ 学習を深めようとする関心が高

まったか。 

 

 

２ 

農業・工業・商業につい

て調べるグループ分けを

し、課題を設定させる。 

・ 調べる方法や内容について事前に

計画させることにより、学習意欲を

高める。 

・ 課題に対して、調査の方法や活

動場所などを明確にできたか。 

・調査活動を円滑に進めるための話

し合いができたか。 

３

・４ 

・５ 

各グループでレポートを

作成する。 

・各自が発表用の原稿を作ることによ

り、自分の考えをどのように表現す

るかを考えさせる。 

・発表方法を工夫させることで、考え

る力・表現力を身につけさせる。 

・ 最後まで諦めずに、取り組むこ

とができたか。 

・ 主体的に活動ができたか。 

・ 自分なりの発表の工夫ができた

か。 

・ 何が課題か考えられたか。 

 

６ 

･ 

７ 

発表し合い、課題につい

て話し合う。 

・発表を聞き、互いに評価し合うこと

で課題について話し合わせる。 

・自分では気づかなかった新たな問題

点を発見させる。 

・ 課題・解決策・意見などがうま

く表現できたか。 

・ 色々な考え方があることを知り

、互いに意見を出し合うことがで

きたか。 

４、評価 

  ①学習を通して、郷土「日野」に対する関心･愛着が深められたか。 

②郷土の産業の特徴を知り、課題意識を持てたか。 
 



５ 考 察 

  本研究で作成した年間指導計画を参考に、教科学習において、郷土「日野」に密着した副読本を

授業に補助資料として、または主教材として、活用することは、授業に広がりをもたらす。それに

より、生徒自身が郷土との関わりを知り、郷土に目を向けるきっかけともなる。また、郷土資料館

の関連資料は、教師の教材研究や「郷土日野」の深い知識と理解をもたらす一助ともなる。 

  教科学習において、副読本を活用することは、教師による郷土「日野」と結びつける視点を持っ 

 た授業の展開をもたらす。このように日々の授業の中において、こうした「郷土日野」の結びつき

が、導入や展開の中で行われることで、生徒の郷土に対する愛着と誇りを育むこととなる。その際、

本研究の年間指導計画が大きな力となると考える。 

 

おわりに 

 今年度は、社会科における訓読本の活用を研究し、副読本と郷土資料館資料とを結びつけた年間 

指導計画を作成した。まだ、研究の端緒についたばかりであり、今後とも、活用がしやすいよう 

に改善を重ねていく必要がある。この年間指導計画により社会科の授業で訓読本の活用が進み、授 

業での幅の広がりと、子どもたちが郷土意識を持ち、先生方が郷土教育に目を向けることを願うも 

のである。 

 

 

 



事例５ 校章・校歌の活用 

  
  市内のどの学校にも、校章・校歌が制定されている。 
  校章は学校のシンボルとして、校歌は学校の地域性や、目指す児童・生徒像を高らかに表現して

る。従って、校章・校歌は所属している児童・生徒にとどまらず、地域の人々にとっても「わが校」

への愛着や誇りでもある。 
 ところが、校章・校歌の存在はきわめて当たり前のことであり、日常的に扱われてはいるものの、

校章のデザインに込められた願いとか、校歌の歌詞から読み取れる地域の学校への期待等、改めて

考えたり、調べたりすることを授業として扱うことは少ないのが現状であろう。 
  校章・校歌を丹念に扱い、その意義を考えさせることは、学校への愛着を一層深めたり、誇りに

思う気持ちを高めたり、郷土愛にも発展できるものと考えられる。校章・校歌は子どもたちが“郷

土日野”を意識する一歩として適切な、身近な郷土教材なのである。 
  そこで、例えば、開校記念日の事前事業や、新学期の機会をとらえて、特別活動の時間の学級指

導として、在校中に少なくとも一度は校章・校歌を扱う「授業」を提案したい。 
  ここでは、小学校中学年以上の学年で扱うこと想定した事例を紹介する。各校においては学年や

学校の地域性・特色等を考慮して、さらに具体的な肉付けをして扱われることを期待する。 
 
＜学習の展開例 （１～２時間扱い）＞ 
 〇学習のねらい 校章・校歌には、地域の自然や風土、地域で豊かに育まれていく子ど        

もたちへの夢や願いが込められている。校章の図案、校歌の歌詞の内容を扱うことで、学校を愛

する心、よりよくしようとする心を育て、学校の一員として校風づくりに積極的に取り組もうと

する自覚を深める。 
 
１ 校章を扱った展開例 

   学 習 活 動       留 意 点 
 
導 
 
入 

〇「校章」のデザインを想起しながら各

自で描く。 
 
〇各自で描いたものを見せ合う。 
 

〇「校章」への関心を高めるために、「校章」をどの

程度認識しているかを自覚させる。 
 

 
展 
 
 
開 

〇「校章」の実際のデザインと、各自が

描いた作品を比べ、修正する。 
〇「校章」の由来について説明を聞く。 

〇「校章」のデザインをもとに、いつ、だれが、どん

な思いで考案したか、その思いがどこに表現されて

いるか等についての情報を提供する。 
〇資料 校章の図案 

え 
ま

と

め 
 

〇「校章」のデザインについて感じたこ

とを話し合う。 
 
〇「校章」について感想を書く。 

〇デザインの表現だけにとどまず、デザインに込めら

れた願いにふれて話し合い、「学校への思い」が書

かれるように配慮する。 

 
 
 
 
 
 



２ 「校歌」を扱った展開例 
     学 習 活 動       留 意 点 
 
導 
 
入 

〇「校歌」の歌詞を、全文、各自で書く。 
〇実際の歌詞と比べ、正しく修正する。 
 

〇「校歌」への関心を高めるために、１番だけではな

く全部を書かせる。 
〇資料「校歌」 
〇間違ったところ等を発表させてもよい。 

 
 
展 
 
 
開 

〇歌詞の言葉について説明を聞く 
〇歌詞から次の事項をみつける。 

・ 学校の地域性 ・学校の誇り 
・ 児童、生徒への期待 

〇事項ごとに見つけたことを発表 
 し合い、歌詞の意味の説明を聞 
 く。 

〇歌詞の意味の不明な言葉を解説する。 
 
〇各々の事項について、１つか２つの事例を指摘して

見つけやすくしてから作業させる。 
 
〇歌詞に込められた願いや思いを強調しながら解説

する。 
ま

と

め 

〇「校歌」を調べてみて、学校について

感じたことを書く。 
〇「校歌」を斉唱する。 

〇学校への愛着心が表現されるように書く内容を指

示する。 
〇学校に誇りをもって歌う。 

 
 
＜学習指導要領「内容項目」との関連＞ 
 

小学校社会科  

第 3学年及び第 4学年目標（２）  地域の地理的環境、人々の生活の変化や地域の発に尽くした

先人の働きについて理解できるようにし、地域社会に対する

誇りと愛情を育てるようにする。 

第 3学年及び第 4学年内容（５）  地域の人々の生活について、次のことを見学、調査したり年

表にまとめたりして調べ、人々の生活の変化や人々の願い、

地域の人々の生活の向上に尽くした先人の働きや苦心を考え

るようにする。   

 

小学校道徳 

第 3学年及び第 4学年内容４－（４） 先生や学校の人々を敬愛し、みんなで協力し合って楽しい

学級をつくる。 

第 5学年及び第６学年内容４－（６） 先生や学校の人々への敬愛を深め、みんなで協力し合いよ

りよい校風をつくる。 

 



事例６ 社会科学習計画に生かせる郷土教材のワンポイント 
 
＜単元名 第５学年社会科 自動車をつくる工業＞ 
 日野に工場が進出した背景と日野五社 
 第一次世界大戦（１９１６－１９１８）後の好景気が終わり、昭和を迎えた日本は急激に不況とな

った。この不況は、都会では就職難、失業者を生み、農村では農村不況といわれるまでの様相となっ

た。 

 農業が主体の日野では、米、麦の値段は下がり、現金収入の主体である繭の値段は暴落、町の財政は 

急激に苦しくなっていった。 

 昭和７年度 日野町の納税状況   町税予算額 ２５７９９円 
                  納 税 済 額     

 当時の町長、有山亮氏は日野町の将来のために工場誘致を決定した。この誘致計画は多摩地区とし

てはもっとも斬新な計画であった。昭和 8 年には吉田時計店（後のオリエント時計）誘致、昭和 10
年に鉄筋コンクリート３階だての工場が完成。日野、七生、八王子、多摩等の若者数百人が雇用され

た。 

  ７２５５円 

 昭和１２年以降、六櫻社（現コニカ）、東京自動車（現日野自動車）、神戸製鋼、富士電機の日野五

社が進出。町の財政も次第に豊かになり、全国的にも豊かであることが知られた。現在の基は、当時

のこうした為政者による工場誘致の実現にあると考える。 
 日野自動車工場は国道２０号沿いの日野台にあり、その面積は広く、日野自動車の名前はよく知ら

れているものの、中の様子、周囲の部品工場との関連、その歴史等については詳しく知られていない。 
 見学等で、日野自動車工場を学習教材として計画化する際、郷土日野の基となったその歩みと合わ

せて日野五社にもふれ、当時の人々の思い、将来を見据えた町づくり構想について考えさせたい。 
 
             日野に向上が進出した頃 

年

号 西暦 日野に工場ができた 日本の主な社会の動き 

昭

和

の

時

代 

1933 頃 当時の有山町長「これでは仕方がない。東京の大きな工場を誘

致して現状打開を図ろう」と考えた。 
昭和恐慌（給料の未払い、失

業者の増加､欠食仕置等） 

1936 古田時計店操業開始（後のオリエント時計）。日野、七生、多摩、

立川、八王子等から従業員を募集（約 700 名）  
1937 羽田ヒューム管操業（特に排水用コンクリート管）。  
1937 六桜社（現コニカミノルタ）操業。 日華事変 

1941 東京自動車工業株式会社（現日野自動車）操業。陸軍特殊車両

の専門工場として。  
1943 神戸製鋼所操業（後の神鋼電機）。航空用発電機を作る。 第二次世界大戦 
1943 富士電機製造操業（現富士電機製作所）。発電機等。  

1945  ポツダム宣言受諾日本憲

法公布テレビ放送開始 

1953 頃 日野町工場誘致奨励に開する条例等を制定。平山台地域の開発

を計画（現旭が丘）。  

1960 帝人株式会社操業。医薬品の開発をする。 レジャーブーム消費ブーム 

1962 千代田自動車工業操業。  
1964 雪印乳業操業開始（現日本ミルクコミュニティ）。 オリンピック東京 
1964 東芝操業。電話機等の製造。 東海道新幹線開通 
1965 トンパン・ムーア・フォームズ操業。ビジネス機器製造。  
1967 東京電子工場操業。電子システム製造。  
1968 日野オフセット印刷操業。  
1972 ファナック操業。ロボット等の商品開発 日本万国博覧会開催 



１ ５学年・社会科・自動車をつくる工業（全 15 時間） 

 
２ 単元の目標 

  ①教科がねらう目標 
  わが国の工業生産が国民生活に果たしている重要な役割について考えるようにする。また自動車

工業に従事している人々が、原材料の確保や製造の過程、新しい技術の開発、資源の有効な利用

と確保、環境安全への取り組みなどにおいて、様々な工夫や努力をしていることをとらえる。 
  ②郷土学習がねらう目標 
  日野市内にある日野自動車工場を見学し、学習を通して、地域の施設が身近に感じるとともに、

愛着を育てる。また、日野市に大きな工場（日野自動車工場など）ができた経緯をとらえ、日野

の町づくりの歴史についての興味を育てる。 
 
３、単元の指導計画 
時 おもな学習活動と内容 留意点・資料 
１ ○工業製品を見つけ発表する。 

○工業製品の便利、快適さについて考える。 
 

１ ○自分の好きな自動車を話し合い発表する。 
○自動車の部品にはどんなものが使われているのか発表

する。 

 
☆児童の発言に合わせて、自動車の絵を

黒板に描いていき、部品を出させる。 
１ ○日野自動車では、1 日に何台作られているか、何種類の

自動車を作っているかを予想する。 
○教科書の組み立てライン、検査の写真を見て不思議なこ

と、分かったこと、発見したことを発表する。 

☆実際の見学でも児童がスムーズに不

思議なこと、分かったことを発見できる

ようにここで様々な意見を発表させ、褒

める。 
１ 
 
１ 
 
 
６ 

○しおりに自分が最も知りたいこと・疑問を記入し、その

予想をたてる。 
 

〇日野自動車見学 
・見学を通して自分の課題の答えを見つける。さらに不思

議なこと、分かったことを探す。 

☆しおりには児童の発見を助けるよう

な着目点を書く。（ヘルメット、紐、

掲示板、など） 
○1 学期の農業の学習（農業に携わる人々の工夫や努力）

を振り返る。 
○見学を通して、分かったこと、発見したことを発表する。 
いくつかのグループに分かれ、工夫や努力について調べ

る。 
（教科書、資料集、インターネット、本、パンフレット） 
○発表の準備、練習をする。 
（模造紙、劇、紙芝居、クイズなど） 

☆キーワードを確認する。（品種改良、

機械化、共同作業、保管、輸送など） 
☆さらに聞きたいことなどが、電話や手

紙でお話をお伺いできるように、事前

に日野自動車に手配をしておく。 
☆日野自動車以外の、自動車工場の工夫

や努力についても調べるよう促す。 
☆何のための工夫や努力か考えさせる。 

３ ○グループごとに発表する。 
○働いている人々の願いを考える 

 

１ ○資料を読む。 
  
○どのように大きな会社が日野町にできたかの経緯をま

とまる。 

☆資料１ 日野に工場が進出した頃 
 資料２ 近代産業の萌芽～新撰組か

ら自由民権、そして殖産興業

へ～ 
 
４，使用した資料  市制 40 周年記念企画展「大工場がやってきた」ふるさと博物館作成 

 
 



＜単元名 第６学年東京オリンピックと新しい日本＞ 
 

 

七生丘陵の開発 
高度経済成長期において、東京オリンピック以降、郊外の発展には著しいものがあった。それは、

戦後の人口増加と生活程度の向上により住宅の供給が追いつかない状況を迎え、地価は高騰。住宅建

設は都心から離れた相模原、日野、所沢等へと広がった。 
 七生丘陵にも宅地造成の波が押し寄せ、昭和３０年代後半には第一武蔵台（電建）、三井住宅、南平

台、第二武蔵台（明星）等の造成が始まる。昭和４４年には百草台団地の入居開始、続いて高幡台団

地の入居が始まる。緑豊かな丘陵に開かれた静かな住環境は人気を集め、昭和４８年頃になると南平

や平山の丘陵地の宅地造成が行われた。 
 昭和３３年に開園した多摩動物公園は、起伏に富んだ七生丘陵の地形を生かした自然の中の動物園

として、世界的飼育技術の優れた動物園として、時代の変化に合わせた様々な工夫、努力によって現

在にいたる。当時（昭和２６年８月１７日の七生村広報には、「自然動物園設置準備進捗す」という見

出しで、当時の思いが語られている。 
 「即ち七生村は単に東京都の七生村ではなく日本の七生村として天下にその存在が認められること

になる訳で私の如く本村に生を享けたものは申すまでもなく現在居住する、村民各位の大に誇りとす

るに足るるものであると思う。」 
 戦後の復興から 20年にならんとするときに開催された東京オリンピックの意義を考えさせる上で、

七生丘陵の開発を扱うことは、当時の世の中の動きをより身近なものとするだけでなく、そこに暮ら

す一人として郷土への愛着を感じるようになると考える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ ６年社会科「東京オリンピックと新しい日本」(全７時間) 

 

２ 単元の目標 

①教科がねらう目標 
・戦後に行われた東京オリンピックとその当時の様子を調べることを通して、国民の不断の努力に

よって国民生活が豊かになり、国際社会にも重要な役割を果たしてきたことが分かる。 

②郷土学習がねらう目標（郷土意識の育成、郷土資料活用） 
・東京オリンピックや百草団地を始めとしたその当時の様子を調べることを通して、地域の開発が

進んでいったことに関心をもつ。 

昭和 43 年 開発中の百草団地 
 

平成 2 年ころの百草団地 
 



３ 単元の指導計画 

 

 ねらい 主な学習活動・内容 ・学習資料  

つ
か
む 

東京オリンピックの開催

や当時の社会の様子に関

心を持つ。 

①東京オリンピックとはどのよ

うな大会であったかを調べる。 

・ 当時の新聞 

・ 写真 

・ 雑誌 

東京オリンピックと社会や生

活との関連に気付き学習問題

を持つ。 

 

 

②東京オリンピックの様子や、その

ころの生活や社会の変化の様子

について年表にまとめ、学習問題

を作る。 

・ 終戦直後とオリンピック

のころの写真 

・ 保護者へのアンケート 

 

 
 

調
べ
る 

計画に沿って調べ東京オリン

ピックのころの世の中の様子

についてとらえる。 

③本やインターネットなどを活用

して調べる。 

④コミュニティティーチャ－から

東京オリンピックや百草団地の

開発のころの生活の様子を聞き

取り、当時の人々の思いに触れ

る。 

⑤調べたことをまとめる。 

・家の人への聞き取り。 

・インターネット 

・ 資料ＣＤ 

・図書資料 

・コミュニティティーチャー

への聞き取り 

ま
と
め
る 

調べたことを報告し合い、当

時の人々の思いや願い・働き

について考える。 

⑥調べたことを報告する。 ・児童がまとめたワークシー  

 ト 

広
げ
る 

これからどんな日本・東京に

していきたいか考える。 

⑦東京オリンピック後の日本の変

化について調べ、現在の日本の課

題について考える。 

・教科書 

・資料集 

 
＊コミュニティティーチャーについては、当時の百草団地周辺の開発の様子や当時買った家電のこと、

団地が最先端の暮らしであったこと、入居の当選の難しさなどについてお話していただいた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東京オリンピックをきっかけに人々の生活はどのように変わったのだろう？ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

           資 料 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



   日野市郷土資料館小中学校のための利用案内（平成 18年版）     

  

日野市郷土資料館は、日野の歴史・民俗・自然などに関する資料を管理し、調査研究、

展示、講座、体験学習会といった活動を行っています。また、学校教育の現場で活用で

きる資料を蓄積し、児童生徒が実物資料に出会う機会を提供しております。小中学校の

学習活動のための郷土資料館利用方法を案内いたします。紹介した例のほか、力になれ

ることがありますので、どうぞお気軽にご相談ください。 

 

お問合わせ・ご相談は 郷土資料館の学芸員まで  TEL042-592-0981  

        打合せなどでご来館の際には、事前連絡をお願いいたします 

 

【利用案内】 

開館時間：午前９時～午後５時 

休館日： 月曜日（祝日の場合はその翌日）、年末年始、臨時休館 

入館料： 無料 

交通：「高幡不動駅」①番乗り場バス 百草団地方面行「高幡台団地」下車徒歩５分 

   「高幡不動駅」から徒歩 20分  / 多摩モノレール「程久保駅」下車徒歩 7分 

駐車場：一般車両用 29台分。大型バスの場合はご相談ください。 

〒191-0042 日野市程久保 550   TEL：042-592-0981  FAX：042-594-1915 

 

E-mail： museum@city.hino.tokyo.jp 

URL：  http://www.city.hino.tokyo.jp/museum/ 

 

 

【 団体見学 】 

①電話予約：見学日時、人数、引率者名、見学の目的や内容、解説の有無など希望をお

知らせください。原則として先に申し込んだ学校を優先します。 

②下見と打合せ：施設や資料を見ながら見学の方法や打合せを行います。展示室で一度

に説明ができる人数は 30～40名までです。人数が多い場合は２組に分かれて案内します。

児童生徒が資料を手にとる体験を交えた見学も可能です。展示中ではない資料をご希望

の場合は、遅くとも１週間前までにお願いいたします。 

③見学：上履きの持参をお願いします（スリッパ貸出しは人数により可能）。事前に公共

の場でのマナー指導をお願いいたします。 

 

【 資料の貸し出し 】 

 歴史・民俗・自然、考古などの各分野の資料を貸し出しいたします。遅くても１週間

前までにご連絡をください。 

①電話予約：希望する資料、借用希望期間、下見のご来館予定日をご連絡ください。 

②下見と打合せ：実物をご覧いただき資料を決定します。希望が重なった場合は、先に

資料を決定した学校を優先します。「日野市郷土資料館貸出申請書」用紙をお渡ししま

す。書類の提出は交換便でも可能です。 

③貸出し・返却：貸出し期間は原則１週間です。貸出・返却は申請書に記入した「管理

責任者」が行ってください。管理責任者の方に注意点を説明いたします。資料は市民

の貴重な共有財産です、取扱いには十分ご配慮いただくようお願いいたします。 

 

mailto:museum@city.hino.tokyo.jp�
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【出張展示・出張授業】 

 地域の自然、歴史、民俗などについて、学芸員が各種資料を持参して説明することが

できます。 

 また、観察会や史跡案内など、野外で児童生徒に説明することもできます。 

【調べ学習】 

 「調べ学習」の場として資料館を活用する場合、課題の目的や内容を事前にお知らせ

いただければ、通常は展示していない関連資料や参考図書を用意するなど、児童生徒へ

の対応が充実します。 

 

【職場訪問・職場体験】 

 郷土資料館の職場体験をするグループ（６名程度まで）を受入れます。また、職場訪

問として施設案内や博物館の仕事について児童生徒への説明を行います。 

 

【その他】 

 子どもたちの学習に活用できる資料の有無、歴史や自然などに関する問合わせなどに

は随時お答えいたします。お気軽にご相談ください。 

 

※「日野市郷土資料館」は、「日野市ふるさと博物館」を前身とし、平成 17年 4月 29日

に「日野市郷土資料館」として新規に開館しました。神明にありました旧ふるさと博

物館施設は「新選組のふるさと歴史館」となっています。 

 

 

 ＜参考資料＞  日野市立新選組のふるさと歴史館 について 

〒191-0016 日野市神明 4-16-1  TEL：042-583-5100  

URL http://www.city.hino.tokyo.jp/museum/ 

 新選組や幕末を中心とした展示を開催しています。また、新選組以外のテーマで、日野

に関する展示を行うこともあります。 

開館時間：午前 9時 30分～午後 5時（入館は午後 4時３０分まで） 

観覧料：大人 200円、小人 50円 （市内在住・在勤・在学者及び団体） 

     ※市内小中学校の学習活動の場合、申請により観覧料が免除 

休館日：毎週月曜（祝日の場合は、祝日を開館しその翌日を休館とする）、年末年始 

    臨時休館あり 

交通：「高幡不動駅」⇔「日野駅」 往復バス停「新選組のふるさと歴史館前」 

   日野駅から徒歩 12分   

駐車場：市役所駐車場（バスの場合は事前に相談を） 

 

 

 

 

 



出張授業・出張展示のご案内 (平成18年度版） 

―「出前いっちょう」と「デリバリー博物館」― 
                 

日野市教育部 文化スポーツ課・郷土資料館 
 

 文化スポーツ課と郷土資料館では、日野市の歴史・文化・自然などについてより身近に接して

いただくため、各分野の担当学芸員が学校などに出向いて出張授業を行う「出前いっちょう」と、

資料展示を学校で一定期間開催する「デリバリー博物館」の、二つの事業を用意しています。学

校での郷土学習や各教科の理解を深めるため授業、ＰＴＡや生徒会の事業でもご活用いただけま

す。これらの事業をお役立てくださいますよう、ご案内いたします。 

 

出前いっちょう 実物資料を使った出張授業や野外観察指導 

【概 要】 「出前いっちょう」事業は、文化スポーツ課や郷土資料館の担当学芸員が、実物の

資料を持って学校にお伺いし、資料の説明や実演をする事業です。また、児童・生徒の皆さんと

校外に出かけ、観察会や史跡めぐりを行うこともできます。 

【実施場所】 学校（教室、体育館、校庭など）や校外。 

【実施日・時間】 １～3 時間程度。内容を踏まえて協議のうえ決定します。 

 ※土器・石器など教科学習に対応した見学や出張授業の依頼は同じ時期に集中します。日程調

整が必要となりますので、お早めにご相談ください。 

【内容】 日野市の歴史・考古・民俗・文学・自然などに関する事柄について、出張のうえ、講

演や観察会の指導などをいたします。実物資料や写真パネルなどを用います。 

 これまでの実施例としては次のようなものがあります。 

・土器・石器、火起し体験：縄文土器や石器などの解説や火起しの体験学習。 

・暮らしの道具：戦前の生活道具の展示解説や使用方法の実演。 

・脱穀の実演：博物館の千歯扱きや唐箕を使い、学校の水田で作った稲を脱穀。 

・多摩川での化石探訪：多摩川の河川敷を訪れ、貝化石や生痕化石などを観察。 

・日野市の歴史：日野市の歴史の概観や、新選組、地域の景観などについて講演。 

【実施の手順】 ①申し込み →②担当者の決定 →③事前協議 →④準備作業 

 →⑤実施・片付け 

【必要な用具】 

 原則として文化スポーツ課・資料館の資材や資料を使いますが、机や台などをお借りします。 



デ リ バ リ ー 博 物 館 博物館資料の引越し展示 

【概 要】 

 「デリバリー博物館」事業は、特定のテーマに基づいた展示を、教室などを利用して

一定期間開催するものです。例えば、子どもたちが地域の暮らしを学ぶ時期に、学校内

で「○○学校区の歴史と暮らし」といった内容の展示をすることができます。 
・展示の企画は共同作業 …展示内容や期間など、学校と資料館が共同して企画します。

このため学校の特徴や、学習活動との関連を考慮した展示が可能です。 
・展示の実務は資料館 …解説パネル作成、資料の運搬・展示などの実務は基本的に資

料館が行います。ただし、展示作業の体験を希望する場合はご相談ください。 
・展示解説ができる …学校からのご希望があれば、放課後や休み時間など、展示解説

や質問対応をすることができます。 
 

【実施場所】 

 学校の教室など。 
 

【実施期間】 

 

 ２日～1 ヶ月程度で協議のうえ決定します。 
 

【展示内容】 

 日野市の歴史・考古・民俗・文学・自然などに関することが基本です。資料館では下

記のようなテーマを用意しているほか、『○○地区の歴史』といった学校や学区域の特徴

に合わせた企画展の開催も可能です。また、児童・生徒の皆さんが調べた内容を、実物

の資料を使って自分たちで展示することもできます。 
   歴史系：日野宿のあゆみ／日野市の近現代 …など 
   考古系：縄文時代・弥生時代の暮らし …など 
   民俗系：日野の生活用具／日野の農具／日野の漁具／丘陵地帯の道具 
   文学系：巽聖歌／ごんぎつね・新美南吉／たぬきの糸車 
   自然系：雑木林の自然／日野の化石／日野の野鳥や昆虫／貝のいろいろ 
     ※これらを組み合わせることもできます 

 

【実施の手順】 

①申し込み →②学校と資料館の協議（内容・開催時期・場所・協力体制などの決定） 

→③展示準備 →④展示作業 →⑤展示 →⑥展示撤去 →⑦報告書の刊行 
 

【費用・用具】 

 原則として資料館の資料・展示用具・資材を使うため、学校の費用負担はありません。

机など校内にあるものを用いて展示を行います。 
 

【展示資料の管理】 

 資料貸し出しの手続きが必要となります。学校側の責任で管理をお願いたします。 
 
お問い合わせ･お申し込み先：日野市郷土資料館  
                                         電話 ０４２－５９２－０９８１  
                     〒191-0042 日野市程久保５５０ 

 



市内小中学校 先生方のための 

 

 

 

 

日野市立図書館では、ひとりでも多くの子ども達が読書の楽しみに出会えるよう、日々の活動を推し 

進めています｡また、好奇心の旺盛な子ども達に、様々な知識や情報を提供できるように、資料の収集

を図っております。先生方におかれましても、宿題･調べ学習･読書指導等で、より市立図書館を活用し

ていただきたくご案内いたします。 

お問い合わせは下記の図書館で承ります。 

 

館名 住所 電話 Fax 
中央図書館 豊田 2-49 ５８１－７６１０ ５８６－０５７９ 

高幡図書館 三沢 4-1-12 ５９１－７３２２ ５９４－２６５５ 
日野図書館 日野本町 7-5-14 ５８４－０４６７ ５８７－０７８９ 
多摩平図書館 多摩平 2-9 

（多摩平の森ふれあい館内） 
５８３－２５６１ ５８３－２５７３ 

平山図書館 平山 5-18-2 ５９１－７７７２ ５９１－７７７２ 
百草図書館 
市政図書室 
（行政･郷土資料のみ） 

百草 204-1 
神明 1-12-1 
（日野市役所内） 

５９４－４６４６ 
５８５－１１１１ 
（内線 1710・1711） 

５９４－４６４７ 
５８２－０９１４ 
 

URL   http://www.lib.city.hino.tokyo.jp/     開館時間は各館にお問い合わせください。 

 

学校訪問  

毎年、図書館職員が市内小学校の３年生のクラスを訪問し、市立図書館の利用案内・本の紹

介・絵本のよみきかせ・昔話の語り等を行っております。4 月はじめ、担任の先生方にご案内

を発送いたしますので、ご希望の日程を最寄りの図書館にお知らせ下さい。（他の学年からの

ご要望も、3 年生が終了次第、お受けいたします。） 
 

施設見学  

社会科学習の一環として、図書館施設の見学をお受けいたします。希望日時を最寄りの図書

館にお知らせください。各館、施設の規模が異なります。一学年一度に入館していただけない

小規模館もありますのでご了承ください。 
 

調べ学習  

子ども達が調べ学習で使う資料を紹介します。課題に対する子ども達の認識が充分でなかっ

たり、必要な資料を正しく伝えられなかったり、せっかく来館してくれたのに必要な本がすで

に貸し出され一冊も残っていなかったということもあります。こういった事から、調べ学習の

目的や詳しい内容を 1 週間前くらい前に教えていただけると資料の提供がスムーズにいきます。

（少ない資料や一時的に集中する資料については、「館内本」としてとり置き「館内で調べて

市立図書館利用のご案内 
児童サービスのご紹介とお願い 

http://www.lib.city.hino.tokyo.jp/�


ね」とお願いすることもあります。ご協力ください。） 

蔵書検索システム 
インターネットから市立図書館全館分の蔵書検索が出来ます。 

 

団体貸出  

学習に必要な図書について、学校に貸し出します。 
 ・貸出し期間は、２週間です。（学習の進行に応じて 4 週間まで延長できます。） 
 ・本を用意するのにかかる時間を見込んで、日数に余裕を持ってお申し込み下さい｡ 
・ 市立図書館と各学校を結ぶ搬送業務を平成 18年度より開始します。詳細は後日お知らせいた

します。 

・  

職場体験・職場訪問 
 中学生以上の方の体験学習を受け入れています。一日 1 グループ（3～4 名）です。 

又、職場見学（訪問）も随時受け付けています。（土日月以外の曜日） 
 

ジュニア・スタッフ 
夏休みに図書館の仕事を体験したり図書館ＨＰやＯＰＡＣ（蔵書検索パソコン）の使い方を学

ぶジュニア・スタッフを募集します。（対象は中学生）7 月に、広報ひのや学校にお配りするポス

ターでお知らせしますので、ふるってご参加ください。 
 

読書相談  

新刊図書の情報など、本に関する事はお気軽にご相談ください。 

授業時間に来館される場合 

グループあるいはクラス単位で授業として来館される場合は、1週間前にお知らせください。必要な

資料をあらかじめ用意いたします。 

・ 当日借りたい本は、個人の貸出カードで貸出します｡（期限は 2週間です。） 

・ 館内にはコピー機があります。（1枚 10円です。） 

・ 公共施設利用にあたってのマナーをあわせてご指導いただけると幸いです。 

         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

＜おわりに＞ 
  
 地域環境の再構築が求められています。こうした時、学校関係者において郷土教育の果たす役

割の重要性を再認識するための糸口となることを願っての推進研究の１年でした。 

 私たちは地域社会の様子をじゅうぶん熟知していると思っていても、ふるさとの歴史を語る証

となるものについては、意外と知らないことが多いものです。なぜならば、自然や、史跡・文化

財等は、物いわずに静かに、ひっそりたたずんでいます。 

 是非、この指導事例“第１集”に目を通していただきまして、指導者自らが郷土教材に関心を

もち、関係者を尋ねたり、当時の人々の思いや営みに思いをめぐらしたりする等、郷土日野を実

感してもらい、児童・生徒に語っていただきたいです。 

 郷土日野に関するこれまでの市内の研究実績や、郷土教材の収集・開発及び活用に関する調査

等をふまえ、「日野の特色を生かし、市内どの学校でも活用できる」内容を考え、作成した指導

事例集です。活用されてのご意見、ご感想を是非お寄せ下さい。修正を重ね、より活用しやすい

事例集をつくることが、日野市の郷土教育の充実・向上を図るものと考えております。 

 

 郷土について学んだ児童・生徒から、身近な郷土を知ったことへの驚きや満足感、郷土を学ぶ

ことへの意欲が伝わってきます。 

＜児童・生徒の声（各々一部紹介）＞  

１ 学校の外に出て、いろいろの所を回ってはじめて気がついたことがあり、行って見てよかっ

たです。こんなに歴史に関係するものが学校の周りにあって、歴史を知ることができる場所に

住んでいて、とっても幸せなんだと思いました。 

２ 私の家の近くにある日枝神社には、いつもふつうに遊びに行っていたのに、話を聞いて、長

―い歴史がよくわかりました。とってもいい経験になりました。このことをきっかけに、もっ

と日野の歴史について調べてみようと思います。 

３ 豊田の方は歴史が浅いと思っていたのですが、歩いて歴史を知っていくうちに、こんなに   

も歴史があるのかなと思ったので、とってもよかったです。僕は南平に住んでいますが、僕   

のお母さんも、お父さんも、おじいちゃんもピンヘッド山のことは知っていませんでした。 

  

 このように郷土の学びを通して、“忘れがたきふるさと”となり、“思いいずるふるさと”“水

はきよきふるさと”と、かつて小学校で歌われていた唱歌「ふるさと」のように、児童・生徒の

心に深く刻まれていくことを期待したいです。 

 現在、特色ある学校づくりの視点や、総合的学習の時間の授業において、地域教材を活用した教

育活動が多く実施されてきています。これらを踏まえて、日野市における郷土教育の一層の充実を

図るための推進研究を行っていきたいと思っております。 

 最後になりましたが、指導事例集作成にあたりまして、多くの方々から力強いご援助・ご協力

を賜りましたことに心より厚くお礼申し上げます。 

                        平成１８年 3月 郷土教育推進研究委員会 
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